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李
泰
俊
『
無
序
録
』(

一
九
四
一)

の
世
界
観
と
そ
の
周
辺

柳
川　

陽
介
*

*
 

や
な
が
わ
・
よ
う
す
け
、
埼
玉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
講
師
、
韓
国
近
代
文
学

本
稿
で
は
、
『
無
序
録
』(

一
九
四
一)

を
中
心
に
近
代
朝
鮮
の
文
学
者
で
あ
る
尚
虚
・
李
泰
俊
の
随
筆
観
と
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
無
序
録
』
は
李
泰
俊
の
随

筆
集
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
も
一
次
資
料
と
し
て
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
無
序
録
』
収
録
作
品
の
書
誌
に
着
目
し
た
研
究
は
皆
無
で
あ
る
た
め
、
執
筆
時
期
や
背

景
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
収
録
作
品
の
初
出
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
改
稿
に
関
す
る
問
題
と
朝
鮮
文
学
観
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

ま
た
『
無
序
録
』
未
収
録
作
品
に
つ
い
て
も
、
主
題
別
に
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
無
序
録
』
は
西
洋
と
日
本
に
関
す
る
諸
要
素
を
排
除
し
、
「
朝
鮮
」
を
前
面
に
出
し
た
書

籍
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

李
泰
俊
、
『
無
序
録
』
、
『
文
章
』
、
書
画
骨
董
、
朝
鮮
文
学
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
随
筆
集
『
無
序
録
』(

一
九
四
一)
を
中
心
に
、
尚
虚
・
李
泰
俊
の

随
筆
観
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
植
民
地
期
朝
鮮
文
壇
に
お
い
て
小
説
家

と
し
て
活
躍
し
た
李
泰
俊
は
、
多
く
の
作
品
集
と
と
も
に
『
文
章
講
話
』(

一
九
四
〇)

『
書
簡
文
講
話
』(

一
九
四
三)

『
尚
虚
文
学
読
本
』(

一
九
四
六)
な
ど
様
々
な
書

籍
を
残
し
て
い
る
。
『
文
章
講
話
』
と
『
書
簡
文
講
話
』
は
近
代
的
な
文
章
と
書
簡

の
書
き
方
を
詳
説
し
た
実
用
書
で
あ
り
、
『
無
序
録
』
と
『
尚
虚
文
学
読
本
』
は
李

泰
俊
の
文
章
や
紀
行
文
を
集
め
た
書
籍
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
無
序
録
』
に
は
日
常

生
活
の
断
片
か
ら
文
芸
批
評
、
美
意
識
に
至
る
ま
で
幅
広
い
文
章
が
収
録
さ
れ
、
作

家
論
を
中
心
に
様
々
な
研
究
の
な
か
で
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
『
無
序
録
』

の
構
成
や
特
徴
に
着
目
し
た
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
書
誌
の
整
理
か

ら
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

植
民
地
期
朝
鮮
に
お
い
て
、
文
学
者
の
随
筆
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。
李
泰
俊
が
最
も
盛
ん
に
創
作
活
動
を
繰
り
広
げ
た
一
九
三
〇
年
代
後

半
の
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
語
の
定
期
刊
行
物
に
設
け
ら
れ
た
学
芸
面
や
文
芸
欄
に
随

筆
が
掲
載
さ
れ
、
文
学
者
は
編
集
部
の
依
頼
に
応
じ
て
様
々
な
文
章
を
執
筆
し
た
。

同
時
期
に
朝
鮮
日
報
社
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
朝
鮮
文
学
全
集
』
全
七

巻(

一
九
三
八)

は
詩
歌
集
、
短
篇
小
説
集
、
短
篇
小
説
集
（
上
中
下
）
、
評
論
集
、

随
筆
紀
行
集
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
随
筆
が
文
学
の
一
項
目
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
李
殷
相
『
路
傍
草
』(

一
九
三
七)

や 

朴
鍾
和
『
青

苔
集
』
（
一
九
四
二
）
な
ど
非
常
に
稀
で
は
あ
る
が
、
随
筆
集
を
刊
行
し
た
文
学
者

も
存
在
し
た
。
李
泰
俊
の
『
無
序
録
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

『
無
序
録
』
に
は
五
七
篇
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
収
録
作
品
の
う
ち
、
巻

末
に
置
か
れ
た
二
篇
の
紀
行
文
を
除
い
た
五
五
篇
を
す
べ
て
随
筆
と
見
做
す
こ
と
も
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で
き
る
が
、
評
論
と
し
て
発
表
さ
れ
た
文
章
も
一
部
含
ま
れ
る
た
め
、
厳
密
な
区
分

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
『
無
序
録
』
に
お
け
る
作
品
の
配
置
は
、
初
出
時
の
執
筆
背

景
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
こ
う
し
た
区
分
自
体
が
無
意
味
な
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
著
者
の
自
選
に
よ
り
『
無
序
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
収
録

作
品
と
未
収
録
作
品
の
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
李
泰
俊
の
文
筆
業
を
再
考
す
る

上
で
も
重
要
と
な
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
李
泰
俊
の
随
筆
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
散
見
さ
れ
る
も
の

の
『
無
序
録
』
に
特
化
し
た
議
論
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
金
（
一
九
九
九
）

は
、
近
代
朝
鮮
文
壇
に
お
け
る
随
筆
の
位
相
か
ら
李
泰
俊
の
随
筆
観
を
考
察
し
、
権

（
二
〇
〇
八
）
は
『
無
序
録
』
の
特
徴
を
日
常
と
自
然
に
関
す
る
雑
文
、
幼
年
期
と

家
族
に
対
す
る
断
想
、
文
学
論
、
東
洋
的
美
意
識
へ
の
関
心
、
紀
行
文
の
五
つ
に
分

け
て
論
じ
て
い
る
。
権
が
提
示
し
た
区
分
は
、
『
無
序
録
』
の
特
徴
を
的
確
に
捉
え

た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
収
録
作
品
の
書
誌
に
関
す
る
分
析
は
み
ら
れ

ず
、
幼
年
期
に
関
す
る
文
章
も
特
徴
と
い
え
る
ほ
ど
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、

比
較
的
最
近
の
研
究
で
あ
る
趙
（
二
〇
一
七
）
は
、
『
無
序
録
』
と
李
泰
俊
が
居
住

し
て
い
た
城
北
洞
と
の
関
係
を
論
じ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
『
無
序
録
』
に
関
す

る
議
論
が
あ
ま
り
に
も
希
薄
で
あ
る
。
呉
（
二
〇
二
〇
）
は
単
行
本
を
中
心
に
近
代

朝
鮮
の
随
筆
を
論
じ
て
い
る
が
、
『
無
序
録
』
に
対
す
る
考
察
は
権
（
二
〇
〇
八
）

を
は
じ
め
先
行
研
究
で
提
示
さ
れ
た
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
書
誌

の
観
点
か
ら
『
無
序
録
』
に
接
近
す
る
作
業
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　

で
は
、
李
泰
俊
は
随
筆
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
李
泰
俊
の
随

筆
観
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
李
殷
相
『
路
傍
草
』
の
書
評
と
『
文
章
講
話
』
の
散

文
に
関
す
る
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
で
は
、
随
筆
と
は
作
者
の
体
温
か
ら
霊
魂

に
至
る
全
て
を
さ
ら
け
出
す
も
の
と
述
べ
て
い
る
。）

（
（

一
方
、
後
者
で
は
随
筆
と
は
「
自

己
の
心
的
裸
体
」
で
あ
り
、
書
き
手
の
自
然
観
、
人
生
観
、
習
性
、
趣
味
、
知
識
と

理
想
が
材
料
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。）

（
（

事
実
を
伝
え
る
記
録
と
は
異
な
り
、
随
筆
に

は
書
き
手
の
主
観
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
上
記
の
随
筆
観
は
決
し
て
特
異
な
も

の
で
は
な
い
が
、
李
泰
俊
は
書
き
手
の
全
て
が
込
め
ら
れ
た
文
章
を
随
筆
と
認
識
し

て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
上
記
の
先
行
研
究
と
李
泰
俊
の
随
筆
観
を
踏
ま
え
、
『
無
序
録
』
の

世
界
観
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
、
収
録
作
品
の
書
誌
と
改
稿
の
問
題

を
検
討
す
る
。
と
り
わ
け
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
作
品
に
み
ら
れ
る
改
稿
過
程
に

触
れ
、
西
洋
文
明
に
対
す
る
批
判
が
影
を
潜
め
た
点
に
注
目
す
る
。
第
三
章
で
は
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
が
大
き
く
変
化
す
る
過
程
に
注
目
す

る
。
と
く
に
洪
娘
の
時
調
に
関
す
る
文
章
は
、
李
泰
俊
の
古
典
認
識
に
も
関
わ
る
重

要
な
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
未
収
録
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
『
無
序
録
』

が
西
洋
や
日
本
に
関
す
る
諸
要
素
を
排
除
し
、
朝
鮮
を
前
面
に
押
し
出
し
た
事
実
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
こ
う
し
た
議
論
に
よ
り
『
無
序
録
』
の
世
界
観
を
再
考
す
る

こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

二　

収
録
作
品
の
書
誌
と
改
稿
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　

本
格
的
な
議
論
に
先
立
ち
、
『
無
序
録
』
の
書
誌
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
李
泰
俊

の
随
筆
集
で
あ
る
『
無
序
録
』
は
一
九
四
一
年
九
月
五
日
に
博
文
書
館
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
一
九
四
二
年
一
二
月
二
八
日
に
再
版
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
四
四
年
七
月
三
〇

日
に
は
三
版
が
出
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
序
文
と
跋
文
は
な
く
、
中
表
紙
と
目
次

（
１
）
李
泰
俊
「
鷺
山
随
筆
集
『
路
傍
草
』
を
読
ん
で
」
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
七
年
一
二
月
二
五
日

（
２
）
李
泰
俊
『
文
章
講
話
』
文
章
社
、
一
九
四
〇
年
、
一
八
五
頁



201

に
つ
づ
き
五
七
篇
の
文
章
が
並
ん
で
い
る
。
総
頁
数
は
三
三
四
頁
で
定
価
は
二
円
、

装
丁
は
美
術
家
の
金
瑢
俊
が
手
掛
け
た
。
表
紙
は
水
仙
が
飾
り
（
図
１
）
、
中
表
紙

に
は
四
方
卓
子
と
文
机
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

『
無
序
録
』
と
い
う
書
名
は
、
無
序
即
ち
順
序
や
秩
序
を
も
た
な
い
書
物
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
鄭
（
二
〇
〇
九
：
一
六
七
―
一
六
八
）
に
よ
る
と
書
名
の
「
無
序
」

と
は
東
洋
を
意
味
す
る
用
語
で
あ
り
、
人
為
的
な
秩
序
を
も
つ
西
洋
の
「
序
」
に
対

応
す
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
鄭
は
李
泰
俊
の
随
筆
が
、
東
洋
と
西
洋
、
精
神
と
肉
体
、

自
然
と
人
為
と
い
う
二
項
対
立
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。）

（
（

実
際
に
『
無
序
録
』

を
精
読
す
る
と
、
朝
鮮
を
含
め
た
東
洋
文
化
の
特
徴
を
究
明
す
る
過
程
で
、
肉
体
や

人
為
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
が
対
象
軸
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

管
見
の
限
り
『
無
序
録
』
に
関
し
て
李
泰
俊
が
自
ら
言
及
し
た
文
章
は
存
在
せ
ず
、

関
連
資
料
は
詩
人
の
鄭
芝
溶
が
新
聞
に
寄
稿
し
た
書
評
が
唯
一
で
あ
る
。）

（
（

鄭
芝
溶
に

よ
る
と
、
文
学
者
に
は
美
術
が
不
可
欠
だ
が
、
李
泰
俊
に
と
っ
て
美
術
と
は
天
稟
、

文
章
で
あ
る
と
同
時
に
生
活
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
草
花
や
陶
磁
、
書
画
、

住
居
様
式
、
装
丁
、
書
物
、
妓
生
、
文
壇
に
関
す
る
全
て
が
李
泰
俊
に
は
美
術
で
あ

り
、
「
李
朝
美
術
」
に
新
た
な
解
釈
を
施
す
と
と
も
に
模
範
と
実
践
を
行
っ
た
人
物

と
し
て
絶
賛
さ
れ
る
。
上
記
の
項
目
は
い
ず
れ
も
『
無
序
録
』
の
特
徴
を
的
確
に
捉

え
て
お
り
傾
聴
に
値
す
る
。
模
範
と
実
践
に
つ
い
て
は
、
李
泰
俊
が
文
芸
誌
『
文
章
』

(

一
九
三
九
―
一
九
四
一)

を
主
宰
し
た
事
実
を
前
提
と
し
て
い
る
。
同
誌
の
表
紙

に
は
梅
や
牡
丹
、
文
房
の
風
景
、
山
水
画
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
的
な
色
合
い
が
全

面
に
打
ち
出
さ
れ
、
鄭
芝
溶
も
新
人
推
薦
制
の
選
者
と
し
て
関
与
し
て
い
た
。
鄭
芝

溶
の
書
評
は
、
『
無
序
録
』
を
手
掛
か
り
に
李
泰
俊
の
美
意
識
を
考
察
し
た
重
要
な

資
料
で
あ
る
。

　

次
に
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
文
章
の
書
誌
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
筆
者
は

同
書
に
収
録
さ
れ
た
五
七
篇
の
う
ち
「
同
情
」
と
「
一
分
語
」
を
除
く
全
て
の
初
出

を
確
認
し
た(

表
１)

。
掲
載
さ
れ
た
媒
体
は
、
『
学
燈
』
『
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
』
『
女

性
』『
新
家
庭
』『
新
生
』『
青
年
朝
鮮
』『
中
央
』『
朝
鮮
日
報
』『
朝
鮮
中
央
日
報
』『
朝

鮮
文
学
』『
東
亜
日
報
』『
農
業
朝
鮮
』『
博
文
』『
万
国
婦
人
』『
文
章
』『
野
談
』『
梨

花
』
の
延
べ
一
七
種
に
及
ぶ
。
雑
誌
に
つ
い
て
は
新
聞
社
系
列
の
総
合
誌
か
ら
文
芸

誌
、
各
種
専
門
誌
、
校
誌
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
日
刊
紙
と
『
文
章
』
に

掲
載
さ
れ
た
作
品
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
が
、こ
れ
は
刊
行
頻
度
の
違
い
と
『
文

章
』
の
主
幹
が
李
泰
俊
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
収
録
作
品
を
発
表
年
度

（
３
）
た
だ
、
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
西
洋
関
連
の
文
章
が
、
二
項
対
立
に
基
づ
き
記

述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
樹
木
」
に
引
用
さ
れ
た
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
・
ド
・
サ
ン

=

ピ
エ
ー
ル
の
小
説
や
、
「
挨
拶
」
に
引
用
さ
れ
た
カ
ー
ル
・
ヒ
ル
テ
ィ
の
手
に
関
す
る
エ
ッ
セ

イ
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
題
に
関
連
す
る
文
章
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
調
べ

た
と
こ
ろ
、
前
者
は
「
イ
ン
ド
人
の
小
舎
（L

a
 
C
h
a
u
m
i
è
r
e
 
i
n
d
i
e
n
n
e

）
」
（
一
七
九
一
）
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
後
者
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。

（
４
）
鄭
芝
溶
「
無
序
録[

を]

読
み
終
え
て
」
『
毎
日
新
報
』
一
九
四
二
年
四
月
一
八
日

図１

李泰俊『無序録』表紙（博文書館、

一九四一年、大韓民国国会図書館所

蔵）
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別
に
み
る
と
、
多
く
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
発
表
さ
れ
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。

一
九
三
〇
年
代
初
め
に
『
オ
リ
ニ
』
『
学
生
』
『
別
乾
坤
』
に
発
表
さ
れ
た
文
章
の
ほ

と
ん
ど
が
、
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
点
と
は
対
称
的
で
あ
る
。

　

『
無
序
録
』
の
巻
頭
を
飾
る
「
壁
」
「
水
」
「
夜
」
「
早
熟
」
「
死
」
は
、
い
ず
れ
も

一
九
三
〇
年
代
初
め
に
『
新
生
』
に
「
落
書
き
」
と
い
う
題
目
で
発
表
さ
れ
、
初
出

時
の
副
題
が
『
無
序
録
』
で
の
題
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
自
然
や
人
生

に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
『
新
生
』
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の
月
刊
誌
で
あ
り
、

李
泰
俊
は
一
九
三
一
年
一
一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
同
誌
の
発
行
元
で
あ
る
新
生
社

に
勤
め
て
い
た
。
『
新
生
』
に
発
表
さ
れ
た
上
記
の
五
篇
は
、
雅
号
で
あ
る
尚
虚
の

名
で
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
点
と
、
『
現
代
朝
鮮
文
学
全
集
』
の
随
筆
紀
行
集
に
再

録
さ
れ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
李
泰
俊
が
「
落
書
き
」
に

深
い
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
当
時
の
李
泰
俊
は
創
作
活
動

を
始
め
た
ば
か
り
で
、「
落
書
き
」
以
外
の
文
章
は
基
本
的
に
本
名
で
発
表
し
て
い
た
。

　

改
稿
の
様
相
を
示
す
た
め
、
「
落
書
き
」
の
一
篇
と
し
て
書
か
れ
た
「
夜
」
を
取

り
上
げ
た
い
。
「
夜
」
は
夜
も
明
る
い
東
京
を
訪
れ
た
者
が
朝
鮮
に
戻
る
際
、
夜
の

暗
さ
に
改
め
て
気
が
つ
き
神
秘
を
感
じ
る
様
子
が
綴
ら
れ
る
。
夜
の
暗
さ
を
再
認
識

し
た
李
泰
俊
が
、
東
京
の
朝
鮮
人
留
学
生
と
夜
通
し
暗
闇
を
楽
し
む
会
を
催
し
た
と

い
う
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
二
〇
年
代
中
盤
に
白
痴
舎
で
開
か
れ
た
白
鬼
祭

を
指
し
て
い
る
。
柳
川
（
二
〇
一
九
：
一
四
―
一
六
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
時

期
の
李
泰
俊
は
金
瑢
俊
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
美
術
学
校
の
朝
鮮
人
学
生
と
深
く
交

流
し
て
い
た
。

　

「
夜
」
に
は
『
新
生
』
掲
載
の
初
出
以
外
に
、
一
九
三
八
年
の
『
現
代
朝
鮮
文
学

全
集
』
収
録
版
（
以
下
、
全
集
版
）
と
、
一
九
四
一
年
の
『
無
序
録
』
再
録
版
（
以

下
、
単
行
本
版
）
な
ど
三
つ
の
版
本
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
終
盤
部
を
中
心
に

改
稿
が
な
さ
れ
て
い
る
。
初
出
と
全
集
版
の
終
盤
部
に
は
、
か
つ
て
の
夜
は
神
秘
で

あ
り
、
暗
闇
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
飲
み
込
ん
で
い
た
が
、
白
熱
電
球
を
使
用
す
る
「
文

明
人
」
は
夜
を
夜
と
し
て
過
ご
せ
な
く
な
っ
た
た
め
、
現
代
人
は
不
幸
で
あ
ろ
う
と

い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
き
、
初
出
で
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が

人
類
の
恩
人
で
あ
る
反
面
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
暗
闇
の
略
奪
者
で
も
あ
る

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
内
容
は
全
集
版
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
単

行
本
版
で
は
、
終
盤
部
の
夜
の
神
秘
と
文
明
批
判
に
関
す
る
記
述
が
全
面
的
に
削
除

さ
れ
、
昼
間
か
ら
静
座
し
て
夜
を
待
ち
続
け
る
と
、
深
山
へ
と
誘
わ
れ
気
が
付
け
ば

夜
明
け
を
迎
え
て
い
た
と
い
う
内
容
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
夜
」
に
は
、
初
出
及
び
全
集
版
か
ら
単
行
本
版
へ
の
改
稿
過
程
で

大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
李
泰
俊
は
「
夜
」
を
単
行
本
に
収
め
る
際
に
、
文
明
を

用
い
て
自
然
に
あ
ら
が
う
の
で
は
な
く
、
無
為
の
ま
ま
夜
を
過
ご
す
こ
と
を
主
張
し

た
の
で
あ
る
。
静
座
は
東
洋
の
精
神
世
界
に
も
通
ず
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
東
洋
に

重
き
を
置
く
『
無
序
録
』
の
世
界
観
に
合
わ
せ
た
改
稿
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
落
書
き
」
の
諸
篇
に
続
き
、『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
「
山
」
も
ま
た
『
新
生
』

に
掲
載
さ
れ
た
一
篇
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
六
月
の
『
新
生
』
山
岳
号
に
「
山
の
追
憶
」

と
い
う
題
目
で
発
表
さ
れ
た
「
山
」
は
、
「
落
書
き
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
文
章
で

は
な
い
が
、
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
る
過
程
で
改
稿
が
施
さ
れ
た
た
め
、
注
意
を

要
す
る
。
「
山
」
は
賈
島
の
漢
詩
「
尋
隠
者
不
遇
」
の
引
用
に
始
ま
り
、
李
泰
俊
が

幼
少
期
を
過
ご
し
た
江
原
道
の
山
々
に
関
す
る
描
写
と
記
憶
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。
単
行
本
版
の
末
尾
に
は
、
地
理
的
な
山
に
限
ら
ず
、
人
間
を
精
神
的
に
苦
し
め
、

悲
し
ま
せ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
一
種
の
山
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
初

出
で
は
山
と
文
明
を
結
び
付
け
、
「
山
は
真
正
な
文
明
の
産
地
」
で
あ
り
「
山
の
な

い
と
こ
ろ
に
聖
人
は
出
て
こ
な
い
」
と
い
う
内
容
が
つ
づ
く
。
そ
の
上
で
、
山
を
忘

れ
都
市
へ
繰
り
出
し
た
今
日
の
文
明
が
、
山
を
金
鉱
と
し
て
扱
い
、
樹
木
を
伐
採
し
、

景
色
で
集
客
し
て
い
る
と
批
判
し
、
大
自
然
を
も
つ
本
来
の
山
か
ら
真
正
な
文
明
を
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建
設
し
よ
う
主
張
す
る
。
山
を
軸
と
し
た
新
た
な
文
明
に
対
す
る
具
体
的
な
記
述
は

な
い
が
、
初
出
で
は
山
と
自
然
が
都
市
部
を
中
心
と
す
る
近
代
文
明
と
の
対
比
の
な

か
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
内
容
が
、
『
無
序
録
』
収
録
時

に
は
全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
初
出
と
単
行
本
版
と
の
間
で
異
同
が
確
認
さ
れ
る
文
章
が
い
く

つ
か
あ
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
自
然
と
文
献
」
（
一
九
三
三
）
「
秋
の

花
」
（
一
九
三
八
）
「
古
典
」
（
一
九
四
〇
）
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
用
語
の
変
化
で

あ
る
。
上
記
の
作
品
の
初
出
時
に
用
い
ら
れ
た
「
骨
董
」
と
「
骨
董
品
」
と
い
う
用

語
は
、
『
無
序
録
』
収
録
時
に
「
古
翫
」
と
「
古
翫
品
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
変
化
は
、
短
篇
「
寧
越
令
監
」
（
一
九
三
九
）
が
短
篇
集
に
収
録
さ
れ
る
過

程
で
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
の
短
篇
「
夕
陽
」
（
一
九
四
二
）
、
随
筆
「
陶
辺
夜
話
」

（
一
九
四
二
）
、
長
篇
『
星
は
窓
ご
と
に
』
（
一
九
四
二
―
一
九
四
三
）
で
は
、
初
出

か
ら
「
古
翫
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）

　

で
は
、
古
翫
と
は
何
か
。
古
翫
と
は
李
泰
俊
が
創
り
出
し
た
用
語
で
あ
り
、

一
九
三
八
年
七
月
八
日
と
九
日
の
『
朝
鮮
日
報
』
「
文
人
趣
味
展　

古
翫
」
に
お
い

て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
。
『
文
章
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
古
翫

品
と
生
活
」
に
よ
る
と
、
李
泰
俊
は
骨
董
の
「
骨
」
と
い
う
字
が
火
葬
場
や
生
命
感

の
剥
奪
を
彷
彿
さ
せ
る
た
め
、
古
き
も
の
を
深
く
味
わ
う
こ
と
を
意
味
す
る
古
翫
を

好
ん
で
使
用
し
た
と
い
う
。
古
人
の
生
活
の
痕
跡
を
も
つ
古
翫
品
は
、
日
々
使
用
さ

れ
る
こ
と
で
「
換
生
」
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
用
語
の
変
化

か
ら
、
『
無
序
録
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
李
泰
俊
が
使
用
語
彙
に
も
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

書
画
骨
董
以
外
に
、
李
泰
俊
の
東
洋
趣
味
に
関
す
る
文
章
と
し
て
「
東
方
情
緒
」

と
「
東
洋
画
」
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
が
新
聞
社
の
企
画
の
一
環
と
し
て
執
筆
さ

れ
た
と
い
う
事
実
は
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
異
同
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
は
逸
脱

す
る
が
、こ
こ
で
執
筆
背
景
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
「
東
方
情
緒
」
は
「
嘆

息
す
る
東
方
情
緒
」
と
い
う
題
名
で
、
一
九
三
八
年
八
月
五
日
の
『
朝
鮮
日
報
』
「
綜

合
論
文
『
西
欧
精
神
と
東
方
情
緒
』
」
に
発
表
さ
れ
、『
無
序
録
』
に
も
収
録
さ
れ
た
。

題
名
に
あ
る
「
東
方
情
緒
」
は
企
画
名
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
初
出
に
み
ら

れ
る
「
嘆
息
」
と
は
「
現
代
の
勝
利
は
西
欧
」
に
あ
り
、
西
欧
に
追
従
ば
か
り
す
る

と
こ
ろ
に
「
東
方
の
嘆
息
」
が
あ
る
と
い
う
文
末
に
由
来
す
る
。
同
企
画
に
は
、
そ

の
ほ
か
に
「
肉
体
文
学
の
伝
統
に
つ
い
て
」
（
李
孝
石
）
「
大
自
然
に
帰
依
す
る
東
方

人
」
（
李
秉
岐
）
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
・
伝
統
復
活
の
意
義
」
（
崔
載
瑞
）
が

掲
載
さ
れ
た
。

　

「
東
方
情
緒
」
で
は
、
「
東
方
」
に
代
わ
り
「
東
洋
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
李

泰
俊
は
日
本
か
ら
朝
鮮
、
中
国
、
中
東
に
至
る
広
範
囲
を
「
東
洋
」
と
し
て
認
識
し

て
い
た
。
そ
れ
は
、
李
白
の
「
把
酒
問
月
」
と
「
独
坐
敬
亭
山
」
や
『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』
の
一
節
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

（
６
）

そ
の
ほ
か
に
、
怪
石
や
瞑
想

（
５
）
李
泰
俊
「
寧
越
令
監
」
『
文
章
』
一
九
三
九
年
二
月
―
三
月
、
同
「
夕
陽
」
『
国
民
文
学
』

一
九
四
二
年
二
月
、
同
「
星
は
窓
ご
と
に
」
『
新
時
代
』
一
九
四
二
年
一
月
―
一
九
四
三
年
一
月
、

尚
虚
「
陶
辺
夜
話
」
『
春
秋
』
一
九
四
二
年
八
月

（
６
）
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
東
方
情
緒
」
に
引
用
さ
れ
た
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
一
節
は
、
片

野
文
吉
訳
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
書
は
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
よ

る
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
英
語
訳
を
底
本
と
し
て
い
る
。
李
泰
俊
は
巻
頭
に
あ
る
「
こ
の
世
を
最

も
早
く
去
れ
る
者
は
幸
福
と
い
ふ
を
得
べ
く
、
更
に
こ
の
世
に
生
れ
来
ら
ざ
る
者
は
最
も
幸
福
な

り
」
（
オ
オ
マ
ア
ケ
エ
ヤ
ム
、
片
野
文
吉
訳
『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』
龍
星
閣
、
一
九
三
六
年
、
一
九

頁
）
と
い
う
作
品
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。
引
用
部
分
は
「
悲
哀
を
糧
と
し
霊
魂
を
苦
し
む
る

は
、
こ
の
厭
ふ
べ
き
地
に
棲
息
す
る
人
間
の
運
命
な
り
。
故
に
」
と
い
う
語
句
に
続
い
て
書
か
れ

た
内
容
で
あ
る
。
な
お
「
東
方
情
緒
」
に
引
用
さ
れ
た
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
一
節
は
、
同
時
期

に
連
載
さ
れ
た
長
篇
『
花
冠
』
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
李
泰
俊
「
花
冠
」
一
六
回
、『
朝

鮮
日
報
』
一
九
三
七
年
八
月
一
四
日
）
。
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な
ど
東
洋
思
想
に
関
す
る
内
容
が
書
か
れ
、「
常
楽
独
処
」「
常
楽
一
心
」「
清
浄
為
宗
」

な
ど
禅
宗
に
関
す
る
用
語
も
登
場
す
る
。
李
泰
俊
は
西
洋
と
東
洋
の
差
異
を
裸
体
と

怪
石
に
例
え
て
い
る
が
、
同
様
の
記
述
は
「
芸
術
の
東
西
」
（
一
九
三
三
）
に
も
み

ら
れ
る
。

（
７
）「

東
方
情
緒
」
は
学
術
論
文
と
い
う
よ
り
は
断
想
を
書
き
連
ね
た
文
章
に

近
く
、
断
想
を
軸
と
し
た
筆
法
は
、
杜
甫
と
荘
子
や
時
調
が
引
用
さ
れ
た
李
秉
岐
の

文
章
と
類
似
し
て
い
る
。
西
洋
文
学
の
伝
統
を
論
理
的
に
記
述
し
た
、
李
孝
石
と
崔

載
瑞
の
文
章
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

一
方
、
「
東
洋
画
」
は
朝
鮮
美
術
の
伝
統
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
初

出
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
〇
日
に
『
朝
鮮
日
報
』
「
局
外
人
の
一
家
言
」
の
一
篇

と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
檀
園
と
吾
園
の
後
裔
と
し
て
―
西
洋
画
よ
り
東
洋
画
・
手
工

よ
り
気
魄
」
で
あ
り
、
改
題
の
う
え
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
。
題
名
に
あ
る
檀

園
と
吾
園
は
、
朝
鮮
後
期
の
画
員
で
あ
る
金
弘
道
と
張
承
業
の
雅
号
で
あ
る
。
「
局

外
人
の
一
家
言
」
は
、
知
識
人
が
専
門
外
の
分
野
に
関
す
る
一
家
言
を
寄
せ
た
企
画

で
あ
り
、
李
泰
俊
は
文
学
者
の
視
点
か
ら
、
朝
鮮
美
術
に
対
す
る
所
見
を
述
べ
て
い

る
。
同
企
画
に
は
「
自
然
科
学
界
に
寄
せ
る
」（
金
台
俊
）「
芸
術
的
教
養
の
根
源
」（
金

基
錫
）「
歴
史
哲
学
へ
の
関
心
」（
韓
雪
野
）「
朝
鮮
語
学
の
現
状
と
将
来
」（
金
廷
漢
）

が
掲
載
さ
れ
た
。
金
基
錫
は
哲
学
者
で
あ
り
、
残
り
の
三
者
は
文
学
者
で
あ
る
。

　

「
東
洋
画
」は
、
上
述
し
た
「
東
方
情
緒
」と
比
べ
る
と
論
旨
が
か
な
り
明
解
で
あ
る
。

李
泰
俊
は
東
洋
人
が
西
洋
画
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
、
芸
術
に
も
国
境
が
あ
る
こ
と
、

不
利
な
環
境
に
あ
る
こ
と
、
生
活
と
芸
術
が
あ
ま
り
に
も
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
批
判
す
る
。
そ
し
て
朝
鮮
の
画
家
で
あ
れ
ば
、
檀
園
と
吾
園
の
後
裔
と
し
て
朝
鮮

画
の
継
承
に
尽
力
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
同
様
の
主
張
は
「
東
洋
の
も
の
と
西
洋

の
も
の
」
（
一
九
三
三
）
や
「
第
十
三
回
協
展
観
後
記
」
（
一
九
三
四
）
か
ら
も
確
認

で
き
る
。

（
８
）

当
時
の
朝
鮮
美
術
界
で
は
、
金
瑢
俊
の
よ
う
に
洋
画
家
が
東
洋
画
へ
「
回

帰
」
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
金
瑢
俊
が
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋

の
教
養
を
身
に
つ
け
た
朝
鮮
の
洋
画
家
は
、
無
批
判
に
東
洋
に
復
帰
す
る
こ
と
も
、

西
洋
を
捨
て
る
こ
と
も
困
難
な
状
況
下
で
、
檀
園
と
吾
園
を
規
範
と
し
つ
つ
新
た
な

美
術
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
９
）

こ
う
し
た
発
言
を
踏
ま
え
る
と
、『
文
章
』

の
表
紙
を
洋
画
専
攻
者
の
東
洋
画
が
飾
っ
た
点
は
、
檀
園
と
吾
園
の
末
裔
が
近
代
朝

鮮
に
誕
生
し
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
李
泰
俊
が
「
東
洋
画
」
で
主

張
し
た
内
容
は
、
『
文
章
』
の
表
紙
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
『
無
序
録
』
収
録
作
品
に
み
ら
れ
る
異
同
の
問
題
と
、
東
洋
趣
味
関
連

文
の
執
筆
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
改
め
て
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
「
落
書
き
」

の
諸
篇
は
比
較
的
自
由
な
筆
致
で
書
か
れ
た
点
と
、
尚
虚
の
名
で
発
表
さ
れ
た
点

で
共
通
し
て
い
る
。
「
文
人
趣
味
展
」
と
い
う
主
題
の
下
に
書
か
れ
た
「
古
翫
」
は
、

執
筆
さ
れ
た
一
九
三
八
年
の
時
点
で
李
泰
俊
が
書
画
骨
董
を
趣
味
と
し
て
自
認
し
て

い
た
点
と
、
古
翫
を
初
め
て
用
い
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
一
方
「
東
方
情
緒
」
と
「
東

洋
画
」
は
日
刊
紙
の
連
載
企
画
に
あ
わ
せ
て
書
か
れ
た
た
め
、
主
題
と
内
容
に
お
い

て
は
一
定
の
制
約
を
受
け
た
が
、
李
泰
俊
に
東
洋
趣
味
や
朝
鮮
美
術
に
関
す
る
執
筆

依
頼
が
来
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
新
聞
社
の
依
頼
に
応
じ
、
漢
詩
や
朝
鮮
後

期
の
画
人
を
交
え
た
文
章
を
執
筆
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
李
泰
俊
が
そ
う
し
た
素

養
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
７
）
李
泰
俊
「
芸
術
の
東
西
」
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
三
年
八
月
三
一
日
―
九
月
一
日

（
８
）
李
泰
俊
「
落
書
き
―
東
洋
の
も
の
と
西
洋
の
も
の
」
『
新
生
』
一
九
三
三
年
二
月
、
尚
虚
「
第

十
三
回
協
展
観
後
記
（
一
）
」
『
朝
鮮
中
央
日
報
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
四
日

（
９
）
金
瑢
俊
「
絵
画
に
あ
ら
わ
れ
る
郷
土
色
の
吟
味　

下
」
『
東
亜
日
報
』
一
九
三
六
年
五
月
六
日
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三　

李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観

　

次
に
、『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
文
学
論
の
執
筆
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。
『
無

序
録
』
に
は
随
筆
と
し
て
発
表
さ
れ
た
作
品
以
外
に
も
、
様
々
な
性
格
の
文
章
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
誰
の
た
め
に
書
く
の
か
」
「
短
篇
と
掌
篇
」
「
命
題
そ

の
他
」
「
朝
鮮
の
小
説
」
「
小
説
の
味
」
「
小
説
家
」
「
短
篇
と
掌
篇
」
「
通
俗
性
と
い

う
も
の
」「
春
香
伝
の
味
」「
妓
生
と
詩
文
」「
墨
竹
と
新
婦
」「
二
人
の
清
詩
人
と
故
事
」

は
、
李
泰
俊
の
文
学
観
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の

文
章
と
同
様
に
書
誌
を
詳
細
に
検
討
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章

で
は
、
執
筆
の
背
景
や
引
用
さ
れ
た
作
品
の
来
歴
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
内
容
を
よ

り
正
確
に
読
み
解
き
た
い
。

　

「
朝
鮮
の
小
説
」
は
『
女
性
』
一
九
三
八
年
七
月
号
に
「
小
説
読
本
―
小
説
に
関

心
を
も
つ
者
の
た
め
に
」
と
い
う
題
名
で
発
表
さ
れ
た
。
初
出
時
は
、
第
一
課
「
朝

鮮
の
小
説
」
第
二
課
「
小
説
の
読
み
方
」
第
三
課
「
小
説
を
書
く
な
ら
」
の
三
課
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
無
序
録
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
文
章
と
し
て

収
録
さ
れ
、
第
一
課
は
原
題
通
り
収
録
さ
れ
た
一
方
、
第
二
課
は
「
小
説
の
味
」
、

第
三
課
は
「
小
説
家
」
と
改
題
さ
れ
た
。
『
女
性
』
は
女
性
読
者
を
主
な
対
象
と
し

て
朝
鮮
日
報
社
出
版
部
か
ら
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
り
、
「
世
界
名
作
解
説
」
（
李

源
朝
ほ
か
）「
音
楽
鑑
賞
講
座
」（
金
管
）「
声
楽
鑑
賞
法
」（
同
上
）「
詩
と
鑑
賞
」（
鄭

芝
溶
）「
手
紙
読
本
」（
李
秉
岐
）
な
ど
指
南
書
に
当
た
る
文
章
が
時
折
掲
載
さ
れ
た
。

李
泰
俊
の
「
文
章
読
本
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

李
泰
俊
は
朝
鮮
時
代
と
近
代
の
小
説
を
、
ま
ず
「
旧
式
小
説
」
と
「
現
代
小
説
」

に
大
別
し
、
「
旧
式
小
説
」
を
さ
ら
に
「
古
代
小
説
」
と
「
新
小
説
」
に
分
け
て
論

じ
て
い
る
。
「
古
代
小
説
」
に
は
『
薔
花
紅
蓮
伝
』
『
興
夫
伝
』
『
春
香
伝
』
な
ど
朝

鮮
時
代
の
ハ
ン
グ
ル
小
説
が
含
ま
れ
る
一
方
、
漢
文
に
よ
る
作
品
は
一
切
含
ま
れ
て

い
な
い
。
李
泰
俊
が
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
作
品
の
み
を
朝
鮮
文
学
と
見
做
し
た
た

め
で
あ
る
。）

（1
（

過
渡
期
に
位
置
す
る
「
新
小
説
」
と
し
て
、
李
人
稙
の
諸
作
品
に
言
及

さ
れ
て
い
る
が
、）

（（
（

こ
う
し
た
「
旧
式
小
説
」
は
勧
善
懲
悪
を
基
本
と
す
る
内
容
と
、

朗
読
を
前
提
と
し
た
文
体
を
軸
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「
現
代
小
説
」
に
比
べ
文
学
性

に
欠
け
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
李
泰
俊
は
『
春
香
伝
』
を
全
面
的
に
批
判
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
「
春
香
伝
の
味
」
（
一
九
四
〇
）
で
は
朗
読
に
最
も
適
し
た
文
体
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
『
文
章
』
に
は
附
録
と
し
て
「
春
香
伝
集
」
が
連
載
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

　

「
現
代
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
分
量
を
基
準
と
し
て
掌
篇
、
短
篇
、
中
篇
、
長
篇

に
分
類
さ
れ
、
長
篇
は
新
聞
連
載
と
書
き
下
ろ
し
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
「
朝

鮮
の
小
説
」
で
は
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
新
聞
連
載
の
長
篇
を
め
ぐ
る
議
論
が
批
判

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
日
刊
紙
に
連
載
さ
れ
る
長
篇
は
、
芸
術
性
よ
り
も
読
者
の

興
味
を
優
先
す
る
た
め
、
純
粋
な
文
学
は
誕
生
し
得
な
い
と
い
う
の
が
李
泰
俊
の
主

張
で
あ
る
。
長
篇
が
「
書
か
さ
れ
る
」
小
説
で
あ
る
の
に
対
し
、
短
篇
は
自
発
的
に

「
書
く
」
小
説
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

「
朝
鮮
の
小
説
」
は
、
李
泰
俊
が
自
身
の
文
学
史
観
を
明
文
化
し
た
も
の
と
し
て

重
要
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
『
恨
中
録
』
に
関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
な
い

点
で
あ
る
。
『
恨
中
録
』
は
朝
鮮
後
期
に
恵
慶
宮
洪
氏
が
ハ
ン
グ
ル
で
著
し
た
作
品

（
（1
）
李
泰
俊
ほ
か
「
朝
鮮
文
学
の
定
義
」
『
三
千
里
』
一
九
三
六
年
八
月

（
（（
）
李
人
稙
の
代
表
作
で
あ
る
『
血
の
涙
』
は
、
『
文
章
』
に
転
載
さ
れ
た
作
品
で
も
あ
る
。
転
載

に
あ
た
り
、
李
泰
俊
は
「
古
代
小
説
と
現
代
小
説
の
橋
渡
し
を
し
た
者
で
あ
る
。
貴
重
な
存
在
と

し
て
、
彼
の
名
作
の
中
か
ら
絶
版
と
な
っ
た
名
作
の
『
血
の
涙
』
を
全
載
す
る
」（
「
余
墨
」『
文
章
』

一
九
四
〇
年
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
新
小
説
に
分
類
さ
れ
る
李
人
稙
の

諸
作
品
が
、
過
渡
期
の
文
学
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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で
あ
り
、
『
文
章
』
の
創
刊
号
か
ら
一
二
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。
『
恨
中
録
』
に

つ
い
て
、
李
泰
俊
は
『
春
香
伝
』
を
は
じ
め
と
し
た
朗
読
調
の
諸
作
品
と
は
異
な
り
、

典
雅
な
内
簡
体
で
書
か
れ
た
「
朝
鮮
の
散
文
古
典
」
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
る
。）

（（
（

内

簡
体
と
は
、
朝
鮮
時
代
の
宮
中
の
女
性
が
書
簡
を
し
た
た
め
る
際
に
用
い
た
文
体
で

あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
朝
鮮
の
小
説
」
に
は
『
恨
中
録
』
が
登
場
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
大
き
な
理
由
と
し
て
、
「
朝
鮮
の
小
説
」
を
執
筆
す
る
時
点
で
李
泰
俊
が
『
恨

中
録
』
を
認
知
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
恨
中
録
』
は
数
本
の
ハ

ン
グ
ル
写
本
が
現
存
す
る
が
、
植
民
地
期
朝
鮮
で
は
お
そ
ら
く
李
秉
岐
が
唯
一
の
所

有
者
で
あ
り
、
『
文
章
』
連
載
時
の
底
本
も
李
秉
岐
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

李
秉
岐
の
所
蔵
本
が
『
文
章
』
に
活
字
と
し
て
連
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
『
恨
中
録
』

は
世
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の
文
学
者
が
記
述
し
た
文
学
史
に
も
、
『
恨

中
録
』
に
関
す
る
言
及
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
李
泰
俊
も
「
朝
鮮
の
小

説
」
を
脱
稿
し
た
一
九
三
八
年
七
月
以
降
に
、
李
秉
岐
を
介
し
て
『
恨
中
録
』
の
存

在
を
知
り
、
そ
の
文
体
に
強
く
感
銘
を
受
け
た
た
め
『
文
章
』
へ
の
掲
載
を
決
意
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
は
一
九
三
八
年
後
半
か
ら
『
文
章
』
が
創
刊

さ
れ
る
一
九
三
九
年
初
頭
に
か
け
て
、
李
秉
岐
の
影
響
を
受
け
つ
つ
大
き
く
変
化
し

た
の
で
あ
る
。
『
恨
中
録
』
は
李
泰
俊
の
文
学
観
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
主
義
を
掲
げ

る
『
文
章
』
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
作
品
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
『
恨
中
録
』

に
対
す
る
李
泰
俊
の
評
価
は
、
『
文
章
』
へ
の
連
載
を
経
て
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
『
文
章
講
話
』
の
第
九
講
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
『
無
序
録
』
に
は

『
恨
中
録
』
に
対
す
る
言
及
が
全
く
み
ら
れ
な
い
。
他
の
収
録
作
品
の
よ
う
に
、
「
朝

鮮
の
小
説
」
を
改
稿
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理

由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
を
俯
瞰
す
る
際
、
『
無
序
録
』
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
『
文
章
講
話
』
と
『
文
章
』
を
合
わ
せ
て
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
に
お
け
る
李
秉
岐
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
裴
（
二
〇
〇
九
：

二
九
三
）
や
朴
（
二
〇
一
四
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
「
妓
生
と
詩
文
」
に
着

目
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
「
妓
生
と
詩
文
」
は
『
文
章
』
一
九
四
〇
年

一
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
異
同
な
く
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
。）

（（
（

『
文
章
』

の
随
筆
欄
に
は
毎
号
六
篇
か
ら
八
篇
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
「
妓
生
と
詩
文
」

は
独
立
し
た
読
み
物
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
題
名
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
「
妓

生
と
詩
文
」
は
妓
生
の
詩
作
を
論
じ
た
文
章
で
あ
り
、
黄
真
伊
と
洪
娘
の
詩
作
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
李
泰
俊
は
長
篇
小
説
『
黄
真
伊
』
（
一
九
三
八
）
を
上
梓
し

た
こ
と
も
あ
り
、
黄
真
伊
に
つ
い
て
以
前
か
ら
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
黄
真
伊
』
の
執
筆
に
あ
た
り
、
李
泰
俊
が
李
秉
岐
の
助
言
を
求
め
た
こ
と
は
同
書

の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
加
え
、
朝
鮮
中
期
の
妓
生
で
あ
る
洪

娘
に
つ
い
て
も
李
秉
岐
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。

　

洪
娘
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
朝
鮮
文
学
史
に
包
摂
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
洪
娘

の
時
調
が
大
衆
化
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
任
（
二
〇
一
五
）
に
詳
し
い
。
だ
が
、

本
稿
で
は
先
行
研
究
で
見
落
と
さ
れ
た
李
泰
俊
と
李
秉
岐
の
関
係
を
中
心
に
、
洪
娘

に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
た
い
。
洪
娘
の
時
調
は
、
朝
鮮
中
期
の
文
人
で
あ
る
孤

竹
・
崔
慶
昌
の
手
鈔
に
書
か
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
崔
慶
昌
の
手
鈔
に
は
、

（
（（
）
李
泰
俊
『
文
章
講
話
』
文
章
社
、
一
九
四
〇
年
、
三
一
七
頁

（
（（
）
「
妓
生
と
詩
文
」
に
は
「
洪
浪
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
韓
国
に
お
け
る
表
記
に
従

い
本
稿
で
は
「
洪
娘
」
に
統
一
す
る
。
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洪
娘
に
出
会
っ
た
経
緯
の
ほ
か
、
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
洪
娘
の
時
調
、
崔
慶
昌
に

よ
る
そ
の
漢
訳
「
翻
方
曲
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

手
鈔
の
詳
細
な
来
歴
は
不
明
だ
が
、

一
九
三
〇
年
代
中
盤
の
時
点
で
は
、
書
家
の
葦
滄
・
呉
世
昌
が
所
有
し
て
お
り
、
絹

で
包
ま
れ
匣
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
洪
娘
の
時
調
の
日
本
語
訳
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。山

の
柳
を
選
り
折
り
ぬ　

贐
な
り　

君
に

閨
の
窓
辺
に　

植
え
て
眺
め
よ
か
し

夜
雨
に　

若
葉
の
出
で
な
ば　

我
と
想
へ
か
し

）
（1
（

　

李
秉
岐
（
二
〇
二
一
：
二
九
九
）
は
、
一
九
三
六
年
一
月
三
日
に
呉
世
昌
宅
を
訪

れ
た
際
、
崔
慶
昌
の
手
鈔
を
閲
覧
し
、
跋
文
を
書
き
添
え
た
こ
と
を
日
記
に
残
し
て

い
る
。
現
存
す
る
跋
文
に
は
、
李
秉
岐
の
筆
で
洪
娘
の
時
調
が
従
来
の
詩
歌
に
は
み

ら
れ
ぬ
新
し
さ
を
備
え
た
作
品
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
じ
め
て
洪
娘

の
時
調
に
触
れ
た
李
秉
岐
は
、
そ
の
後
数
篇
の
評
論
で
崔
慶
昌
と
の
逸
話
を
取
り
上

げ
た
ほ
か
、
『
歴
代
時
調
選
』
（
一
九
四
〇
）
に
時
調
を
採
録
し
た
。）

（1
（

解
放
後
に
刊
行

さ
れ
た
李
秉
岐
・
白
鐵
『
国
文
学
全
史
』
（
一
九
五
七
）
で
は
、
「
妓
流
の
時
調
」
と

い
う
項
目
を
立
て
洪
娘
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
上
記
の
経
緯
に
よ
り
、
洪
娘
の
時
調

は
朝
鮮
文
学
史
の
正
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

李
泰
俊
が
「
妓
生
と
詩
文
」
を
発
表
し
た
一
九
四
〇
年
末
の
時
点
で
、
洪
娘
の
時

調
は
活
字
化
さ
れ
、
一
部
の
読
者
の
間
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

李
泰
俊
は
崔
慶
昌
の
手
鈔
を
「
葦
滄
先
生
の
珍
玩
」
と
紹
介
し
た
上
で
、
ほ
ぼ
全
文

を
引
用
し
て
い
る
が
、
李
秉
岐
の
評
論
で
は
創
作
の
経
緯
が
略
述
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
李
泰
俊
は
李
秉
岐
か
ら
洪
娘
に
関
す
る
逸
話
を
聞
き
、

呉
世
昌
の
所
有
す
る
手
鈔
を
筆
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
調
の
解
釈
を
め
ぐ
り
両

者
の
見
解
は
多
少
異
な
る
が
、
よ
り
顕
著
な
違
い
は
李
泰
俊
が
洪
娘
を
妓
生
と
し
て

捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
李
秉
岐
は
愛
す
る
者
と
の
別
れ
を
詠
っ
た
内
容
面
に
着
目

し
て
い
る
が
、
李
泰
俊
は
妓
生
が
情
と
恨
を
比
較
的
自
由
に
詠
え
た
点
と
、
時
調
と

い
う
ハ
ン
グ
ル
を
用
い
た
表
現
様
式
が
存
在
し
た
こ
と
で
、
洪
娘
の
時
調
が
後
世
に

伝
わ
っ
た
点
を
強
調
す
る
。
黄
真
伊
と
洪
娘
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
両
者
が
妓
生

の
詩
作
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
百
の
漢
詩
を
以
て
し
て
も
代

え
が
た
い
の
は
、
一
章
の
時
調
で
あ
る
。
固
疾
で
あ
る
漢
文
の
せ
い
で
、
あ
れ
ほ
ど

ま
で
に
洗
練
さ
れ
た
我
が
こ
と
ば
に
よ
る
歌
の
口
は
、
緘
口
さ
せ
ら
れ
た
」）

（1
（

と
い
う

一
節
に
は
、
ハ
ン
グ
ル
作
品
の
み
を
朝
鮮
文
学
と
見
做
す
、
李
泰
俊
の
文
学
観
が
縮

約
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、
『
無
序
録
』
に
は
ハ
ン
グ
ル
作
品
以
外
に
も
、
「
墨
竹
と
新
婦
」
や
「
二
人

の
清
詩
人
と
故
事
」
の
よ
う
に
、
士
大
夫
の
漢
詩
創
作
に
触
れ
た
文
章
も
存
在
す
る
。

「
墨
竹
と
新
婦
」
は
『
女
性
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
号
に
発
表
さ
れ
、
「
二
人
の
清
詩

（
（（
）
現
在
、
崔
慶
昌
の
手
鈔
は
韓
国
の
出
版
社
・
學
古
齋
が
所
有
し
て
い
る
（
「
四
百
年
ぶ
り
に
姿

が
あ
ら
わ
れ
た
士
大
夫
と
妓
生
の
悲
恋
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
一
三
日
）
。
「
翻
方
曲
」

は
崔
慶
昌
の
遺
稿
集
で
あ
る
『
孤
竹
遺
稿
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
（1
）
瀬
尾
文
子
『
時
調
四
四
三
首
選
』
育
英
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
五
五
頁

（
（1
）
一
九
四
五
年
ま
で
に
、
李
秉
岐
が
洪
娘
に
言
及
、
あ
る
い
は
時
調
を
引
用
し
た
文
章
と
書
籍

は
次
の
通
り
。
李
秉
岐
「
郷
土
文
学
に
つ
い
て
」
『
三
千
里
文
学
』
一
九
三
八
年
一
月
、
同
「
西

欧
精
神
と
東
方
情
緒
―
大
自
然
に
帰
依
す
る
東
方
人
」
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
八
年
八
月
四
日
、

同
選
「
恋
愛
詩
―
世
界
恋
愛
詩
帖
」
『
朝
光
』
一
九
三
九
年
六
月
、
同
選
「
古
時
調
選
」
『
文
章
』

一
九
四
〇
年
三
月
、
同
校
注
『
歴
代
時
調
選
』
博
文
書
館
、
一
九
四
〇
年

（
（1
）
李
泰
俊
『
無
序
録
』
博
文
書
館
、
一
九
四
一
年
、
一
三
七
―
一
三
八
頁
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人
と
故
事
」は
一
九
四
一
年
四
月
の
『
文
章
』
廃
刊
号
に
発
表
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
『
無

序
録
』
に
大
き
な
異
同
な
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
墨
竹
と
新
婦
」
は
『
新
女
性
』
一
九
三
四
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
墨
竹
一
幅
」

と
、
引
用
さ
れ
た
詩
文
と
書
名
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
主
題
が
い
ず
れ
も
同
一
で
あ
っ

た
。
「
墨
竹
と
新
婦
」
の
後
半
に
は
、
鄭
壽
銅
夫
人
に
関
す
る
逸
話
が
加
筆
さ
れ
て

い
る
が
、
上
記
の
共
通
点
に
よ
り
「
墨
竹
と
新
婦
」
は
「
墨
竹
一
幅
」
の
改
稿
と
見

做
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
墨
竹
と
新
婦
」
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
一
九
三
三
年
夏
に
沈
就
濟
の
『
謙
窩
集
』

を
偶
然
手
に
入
れ
た
李
泰
俊
は
、
巻
之
一
所
収
の
詩
「
仁
川
子
婦
家
素
清
貧
新
行
衣

籠
中
只
有
金
河
西
墨
竹
有
感
而
作
」
（
図
２
）
に
心
を
打
た
れ
、
幾
度
も
読
み
返
し

た
と
い
う
。）

（1
（

謙
窩
・
沈
就
濟
は
朝
鮮
後
期
の
学
者
で
あ
り
、
『
謙
窩
集
』
は
没
後
の

一
八
四
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
詩
文
集
で
あ
る
。
詩
題
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
同

作
品
は
仁
川
の
貧
し
い
子
婦
が
婚
姻
に
際
し
、
金
河
西
の
墨
竹
画
を
持
参
し
た
こ
と

に
感
銘
を
覚
え
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金
河
西
に
つ
い
て
「
墨
竹
と
新
婦
」
に

は
未
詳
と
あ
る
が
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
朝
鮮
中
期
に
文
臣
を
務
め
た
河
西
・
金

麟
厚
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

李
泰
俊
は
、
婚
姻
時
の
手
荷
物
に
金
河
西
の
墨
竹
画
を
あ
え
て
選
ん
だ
子
婦
と
、

そ
の
行
為
を
讃
え
た
舅
の
ふ
る
ま
い
か
ら
「
清
涼
」
を
感
じ
取
り
、
現
代
の
朝
鮮
に

は
そ
う
し
た
文
化
と
人
物
が
不
在
で
あ
る
こ
と
を
嘆
く
。
「
墨
竹
と
新
婦
」
と
「
墨

竹
一
幅
」
の
間
に
、
詩
句
の
解
釈
に
関
す
る
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
「
墨
竹
と

新
婦
」
に
は
『
謙
窩
集
』
の
書
誌
が
明
記
さ
れ
、
子
婦
を
顕
彰
す
る
語
彙
に
漢
語
が

用
い
ら
れ
る
な
ど
、
改
稿
前
と
比
べ
高
尚
さ
に
磨
き
が
か
け
ら
れ
た
印
象
を
受
け
る
。

　

李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
は
、
ハ
ン
グ
ル
作
品
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、「
墨

竹
と
新
婦
」
の
よ
う
に
漢
詩
文
に
も
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

内
容
面
に
限
ら
ず
、
改
稿
前
の
「
墨
竹
一
幅
」
が
一
九
三
四
年
に
発
表
さ
れ
た
点
も

注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
次
章
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
「
墨
竹
一
幅
」
の
発
表
時

期
は
書
画
骨
董
に
関
す
る
文
筆
活
動
が
本
格
化
し
た
時
期
と
重
な
る
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
李
泰
俊
の
書
画
骨
董
趣
味
を
一
九
三
〇
年
代
末
の
東
洋
論
と
結

び
つ
け
る
従
来
の
議
論
を
修
正
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
李
泰
俊
の
朝
鮮
文
学

観
は
『
文
章
』
の
創
刊
前
後
に
あ
た
る
一
九
三
〇
年
後
半
に
、
李
秉
岐
の
影
響
を
受

け
大
き
く
変
化
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
『
恨
中
録
』
を
中
心
に
影
響
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
章
で
は
新
た
に
洪
娘
の
時
調
に
つ
い
て
も
、
李
秉
岐

の
影
響
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
事
実
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
李
泰
俊
が
理
想
と
す
る
朝

鮮
文
学
史
は
漢
文
学
を
排
除
す
る
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
詩
を
直
接
引

用
す
る
な
ど
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
（1
）
詩
の
全
文
は
次
の
通
り
。
「
一
駄
衣
箱
雙
奴
負　

雙
幹
墨
竹
勝
千
金　

吾
家
若
得
麒
麟
子　

庶

慰
平
生
向
道
心
」
『
謙
窩
集
』
巻
之
一

図２

沈就濟「仁川子婦家素清貧新行衣

籠中只有金河西墨竹有感而作」（『謙

窩集』巻之一、韓国学中央研究院

所蔵）
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四　

未
収
録
作
品
と
そ
の
特
徴

　　

『
無
序
録
』
に
は
、
李
泰
俊
の
文
学
論
か
ら
趣
味
に
至
る
ま
で
様
々
な
文
章
が
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
未
収
録
作
品
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
内
容
別
に
整
理

す
る
と
、
幼
少
期
の
記
憶
、
東
京
留
学
時
代
、
読
書
体
験
、
初
期
の
書
画
骨
董
に
関

す
る
文
章
が
、
『
無
序
録
』
に
は
ほ
と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

主
に
登
壇
以
前
に
関
す
る
文
章
と
、
初
期
の
書
画
骨
董
関
連
の
文
章
が
『
無
序
録
』

か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
初
期
と
は
、
具
体
的
に
は
一
九
三
〇
年

代
初
め
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た
文
章
の
初
出
が
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
集
中
し
て
い
る
点
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た

古
翫
に
ま
つ
わ
る
文
章
や
文
学
観
の
根
幹
を
成
す
文
章
も
、
大
半
は
一
九
三
〇
年
代

後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
『
無
序
録
』
未
収
録
作
品
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
作
家
像
が
浮
か
び
上
が
る
の

だ
ろ
う
か
。
幼
少
期
の
記
憶
に
つ
い
て
、
李
泰
俊
は
と
り
わ
け
孤
児
と
し
て
過
ご
し

た
経
験
を
幾
度
も
文
章
化
し
て
い
る
。）

（1
（

い
ず
れ
も
孤
児
院
関
連
の
媒
体
や
、
雑
誌
の

特
集
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
李
泰
俊
が
孤
児
で
あ
っ
た
事
実
が
広
く
認
知
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
読
書
体
験
に
つ
い
て
は
、
安
（
二
〇
一
五
）
が
ロ
シ
ア

文
学
と
の
関
係
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
文
章
と
、
初
期
の
書

画
骨
董
関
連
文
に
注
目
す
る
こ
と
で
、『
無
序
録
』
の
特
徴
を
逆
説
的
に
解
明
し
た
い
。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
の
李
泰
俊
に
つ
い
て
は
、
東
京
留
学
時
代
を
中
心
に
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
熊
木
（
二
〇
一
〇
）
、
朴
（
二
〇
一
八
）
、
柳
川
（
二
〇
一
九
）
に
よ

り
、
李
泰
俊
が
一
九
二
四
年
頃
か
ら
一
九
二
七
年
一
一
月
に
か
け
て
東
京
に
滞
在
し

て
い
た
こ
と
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
な
ら
び
に
同
専
門
学
校
、
上
智
大
学
に
在
籍
し

て
い
た
こ
と
、
朝
鮮
の
文
学
者
や
美
術
家
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
、
雑
誌
『
半
島
産
業
』

の
編
集
に
関
与
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
『
無
序
録
』
に
は
、
東
京
で
の
朝
鮮
人

留
学
生
の
集
ま
り
（
「
夜
」
）
と
新
露
西
亜
美
術
展
に
お
い
て
《
虹
》
（
図
３
）
を
鑑

賞
し
た
こ
と
（
「
満
州
紀
行
」
）
な
ど
断
片
的
な
記
述
が
目
立
ち
、）

（1
（

当
時
の
生
活
や
読

（
（1
）
李
泰
俊
「
私
の
孤
児
時
代
」『
白
岳
』
一
九
三
二
年
三
月
、
同
「
小
さ
な
客
主
屋
の
小
宦
」『
新
家
庭
』

一
九
三
三
年
四
月
、
同
「
私
に
は
ど
う
し
て
母
が
い
な
い
の
か
」
『
新
家
庭
』
一
九
三
三
年
五
月
、

尚
虚
「
ぼ
ん
や
り
と
し
た
時
節
」
『
朝
光
』
一
九
三
六
年
六
月

（
（1
）
「
満
州
紀
行
」
の
冒
頭
に
は
「
大
陸
、
あ
こ
が
れ
て
久
し
い
風
景
だ
。
東
京
に
い
た
時
、
一
度

新
興
露
西
亜
美
術
展
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
み
た
《
虹
》
と
い
う
風
景
画
は
今
も
脳
内
に
生
き
生
き

と
し
た
印
象
が
あ
る
」（
『
無
序
録
』
博
文
書
館
、
一
九
四
一
年
、
二
八
〇
頁
）
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

《
虹
》
は
ケ
エ
・
ユ
オ
ン
の
風
景
画
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
五
月
一
八
日
か
ら
三
一
日
ま
で
東
京

朝
日
新
聞
社
で
開
催
さ
れ
た
「
新
露
西
亜
美
術
展
覧
会
」
に
出
品
さ
れ
た
。
五
十
殿
（
一
九
九
八
：

七
六
二
）
に
よ
れ
ば
、
同
展
覧
会
に
は
ソ
ビ
エ
ト
作
家
の
作
品
が
四
〇
〇
点
ほ
ど
展
示
さ
れ
、
日

本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
に
ひ
と
つ
の
指
針
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

図３

ケエ・ユオン《虹》（『ロシヤ展』朝日新聞社、

一九二八年）
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書
体
験
に
言
及
し
た
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
『
無
序
録
』
未
収
録

で
あ
る
「
私
に
感
化
を
与
え
た
人
物
と
そ
の
作
品
」「
小
説
の
難
し
さ
今
更
の
よ
う
に
」

「
鑑
賞
」
と
、『
尚
虚
文
学
読
本
』
に
収
録
さ
れ
た
「
意
無
尽
記
」「
通
り
雨
」
か
ら
は
、

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
や
チ
ェ
ー
ホ
フ
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
文
学
に
傾
倒
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。）

（（
（

「
春
雨
の
音
」
と
「
ミ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
」
に
は
永
井
叔
と
芥
川
龍
之

介
な
ど
日
本
の
文
学
者
に
対
す
る
言
及
も
み
ら
れ
る
。）

（（
（

　

そ
の
ほ
か
に
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
李
泰
俊
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
吉

田
絃
二
郎
と
古
田
大
次
郎
が
い
る
。
両
者
に
つ
い
て
は
、
「
秋
の
は
な
し
」
に
詳
し

く
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
五
日
に
か
け
て
『
毎

日
申
報
』
に
連
載
さ
れ
た
「
秋
の
は
な
し
」
に
は
、
吉
田
絃
二
郎
と
古
田
大
次
郎
以

外
に
、
東
京
時
代
の
イ
ザ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
と
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
に
関

す
る
記
憶
が
登
場
す
る
。）

（（
（

ダ
ン
カ
ン
は
舞
踊
家
で
あ
り
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
俳
優
で

あ
る
。
「
秋
の
は
な
し
」
は
李
泰
俊
の
東
京
留
学
時
代
に
関
す
る
重
要
な
文
章
だ
が
、

『
無
序
録
』と
李
泰
俊
全
集
に
未
収
録
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

吉
田
絃
二
郎
に
つ
い
て
は
、
長
篇
小
説
『
孤
独
な
る
女
』が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
孤
独
な
る
女
』
は
一
九
三
〇
年
九
月
一
七
日
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
書
き

下
ろ
し
の
長
篇
小
説
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
李
泰
俊
は
刊
行
か
ら
間
も
な
い
同
書
を

読
み
「
秋
の
は
な
し
」
に
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
孤
独
な
る
女
』
は
周
囲
の
男
性

に
翻
弄
さ
れ
た
葉
山
照
子
が
、
義
憤
を
抑
え
切
れ
ず
人
を
殺
め
る
話
だ
が
、
李
泰
俊

は
愛
す
る
男
性
の
た
め
に
献
身
す
る
照
子
を
「
美
し
い
魂
の
主
人
公
」
で
あ
る
と
好

意
的
に
評
価
す
る
。
『
孤
独
の
女
』
は
「
刑
務
所
の
窓
に
は
冷
た
い
秋
の
雨
が
降
る

や
う
に
な
つ
た
」）

（（
（

と
い
う
一
文
で
終
わ
る
が
、
李
泰
俊
は
一
九
三
〇
年
の
秋
と
照
子

の
孤
独
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

「
秋
の
は
な
し
」
に
お
い
て
、
吉
田
絃
二
郎
は
「
尊
敬
す
る
作
家
の
ひ
と
り
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
李
泰
俊
は
吉
田
絃
二
郎
の
随
筆
集
『
小
鳥
の
来

る
日
』
（
一
九
二
二
）
と
『
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
言
葉
』
（
一
九
二
九
）
を
読
ん
で
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。）

（1
（

後
者
は
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
を
紹
介
し
た
「
詩
聖
陀
翁
片
説
」

（
一
九
三
二
）
の
種
本
で
も
あ
り
、
李
泰
俊
は
同
書
を
要
約
す
る
か
た
ち
で
西
洋
の

物
質
文
明
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
李
泰
俊
は
西
洋
と
対
峙
し
た
ア
ジ
ア

人
、
ア
ジ
ア
の
詩
人
、
ア
ジ
ア
の
思
想
人
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
タ
ゴ
ー
ル
の
「
意
義
」

を
見
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
西
洋
文
明
に
対
す
る
批
判
は
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ

た
「
山
」
や
「
夜
」
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
文
学
作
品
は
元
よ
り
タ

ゴ
ー
ル
の
思
想
を
理
解
す
る
過
程
で
も
、
李
泰
俊
は
吉
田
絃
二
郎
の
影
響
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
（（
）
李
泰
俊
「
私
に
感
化
を
与
え
た
人
物
と
そ
の
作
品
（
一
）
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
哀
愁

と
香
気
」『
東
亜
日
報
』
一
九
三
二
年
二
月
一
八
日
、
同
「
小
説
の
難
し
さ
今
更
の
よ
う
に
」『
文
章
』

一
九
四
〇
年
二
月
、
同
「
鑑
賞
」
『
三
千
里
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
、
尚
虚
「
意
無
尽
記
」
『
春
秋
』

一
九
四
二
年
五
月
、
「
通
り
雨
」
初
出
未
詳 

（
（（
）
李
泰
俊
「
春
雨
の
音
」
『
新
生
』
一
九
三
〇
年
三
月
、
同
「
ミ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
」
『
中
央
』

一
九
三
六
年
四
月

（
（（
）
李
泰
俊
は
一
九
二
七
年
九
月
中
旬
に
ダ
ン
カ
ン
の
訃
報
記
事
を
新
聞
で
読
み
、
ひ
ど
く
感
激

し
た
と
い
う
。
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
李
泰
俊
が
読
ん
だ
記
事
は
永
田
龍
雄
「
近
代
舞
踊
美
術

の
名
星
落
つ
」
（
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
七
年
九
月
一
九
日
）
で
あ
り
、
「
秋
の
は
な
し
」
の
記
述

も
お
お
む
ね
同
記
事
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
李
泰
俊
は
、
永
田
の
文
章
を
通
し

て
舞
踊
家
ダ
ン
カ
ン
の
生
涯
に
興
味
を
も
ち
、
「
秋
の
は
な
し
」
で
取
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
に
つ
い
て
は
神
田
日
活
館
で
羅
稲
香
と
『
黄
金
狂
時
代
』
を
鑑
賞
し
た
際
、
チ
ェ
ー

ホ
フ
の
作
品
の
よ
う
な
哀
愁
を
感
じ
た
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
『
黄
金
狂
時
代
』
は
「
新
年
興
行
」

と
し
て
一
九
二
六
年
一
月
初
旬
に
神
田
日
活
館
と
葵
館
で
上
映
さ
れ
た
が
、
李
泰
俊
は
「
秋
」
の

は
な
し
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
（（
）
吉
田
絃
二
郎
『
孤
独
な
る
女
』
新
潮
社
、
一
九
三
〇
年
、
一
一
三
頁

（
（1
）
尚
虚
「
詩
聖
陀
翁
片
説
」
『
東
方
評
論
』
一
九
三
二
年
四
月
、
同
「
意
無
尽
記
」
『
春
秋
』

一
九
四
二
年
五
月
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一
方
、
古
田
大
次
郎
に
関
し
て
は
『
死
の
懺
悔
』
（
一
九
二
六
）
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
同
書
は
無
政
府
主
義
者
と
し
て
活
動
し
、
死
刑
宣
告
を
受
け
た
古
田
大

次
郎
の
獄
中
手
記
で
あ
る
。
活
動
を
共
に
し
て
い
た
江
口
（
一
九
六
六
：
一
）
に
よ

れ
ば
、
同
書
は
刊
行
当
初
か
ら
話
題
と
な
り
六
万
部
が
売
れ
た
と
い
う
。
「
秋
の
は

な
し
」
で
は
、
延
べ
一
一
箇
所
に
わ
た
り
『
死
の
懺
悔
』
の
原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

引
用
箇
所
も
散
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
李
泰
俊
が
『
死
の
懺
悔
』
を
通
読
し
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
「
秋
の
は
な
し
」
に
は
『
死
の
懺
悔
』
が
宗
教
書
と
評
価

さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
二
八
年
の
改
版
に
あ
た
り
巻
末
に
収
録

さ
れ
た
書
評
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
た
め
李
泰
俊
は
『
死
の
懺
悔
』
の
改
版
を
読
ん

だ
可
能
性
が
高
い
。
李
泰
俊
は
著
者
の
生
涯
や
思
想
よ
り
も
、
『
死
の
懺
悔
』
に
あ

ら
わ
れ
た
「
清
く
暖
か
く
し
な
や
か
な
心
情
に
満
ち
た
性
格
」
に
感
動
し
、
読
み
返

し
て
は
涙
を
流
し
た
と
記
し
て
い
る
。
死
刑
宣
告
を
受
け
た
人
物
が
、
獄
中
で
懺
悔

を
し
な
が
ら
も
過
去
の
生
活
を
感
傷
的
な
文
体
で
表
現
し
た
点
に
、
魅
力
を
感
じ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
李
泰
俊
は
心
琴
に
触
れ
た
作
品
と
し
て
『
死
の
懺
悔
』
を
挙
げ
、
青

春
時
代
に
最
も
影
響
を
与
え
た
書
籍
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。）

（1
（

長
篇
小
説
の
『
第

二
の
運
命
』
で
は
、
主
人
公
が
心
情
を
吐
露
す
る
場
面
で
同
書
の
一
節
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。）

（1
（

そ
れ
ほ
ど
李
泰
俊
に
は
『
死
の
懺
悔
』
が
重
要
な
書
籍
で
あ
っ
た
に
も
拘

ら
ず
、
同
書
に
言
及
し
た
文
章
は
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

李
泰
俊
が
古
田
大
次
郎
か
ら
受
け
た
影
響
を
明
示
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
「
秋

の
は
な
し
」
に
引
用
さ
れ
た
「
看
守
の
冷
た
い
待
遇
、
冷
た
い
言
葉
を
受
け
た
時
、

僕
は
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
自
分
の
肉
親
や
友
だ
ち
が
な
つ
か
し
く
な
る
。
彼
ら
に
会
い

た
い
。
彼
ら
に
慰
め
ら
れ
た
い
」
「
月
の
光
こ
そ
今
の
僕
の
本
統
（
マ
マ
）
の
友
だ
」）

（1
（

と
い
う
『
死
の
懺
悔
』
の
一
節
に
、
李
泰
俊
は
孤
児
と
し
て
過
ご
し
た
過
去
を
重
ね

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
李
泰
俊
を
論
じ
る
上
で
重
要
な
「
吾
愛
夏
日

之
長
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
九
二
九
年
七
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
『
朝
鮮
日
報
』

に
連
載
さ
れ
た
「
吾
愛
夏
日
之
長
」
に
は
、
「
花
壇
」
「
夏
日
の
幻
想
」
「
原
始
林
」

と
い
う
三
つ
の
小
題
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
老
人
の
園
芸
趣
味
を
批
判
し
た
「
花

壇
」
は
、
李
允
宰
編
『
文
芸
読
本
』
上
巻
（
一
九
三
一
）
と
『
無
序
録
』
に
収
録
さ

れ
た
が
、）

（1
（

残
り
の
二
篇
は
李
泰
俊
全
集
に
も
未
収
録
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
内
容
に

触
れ
て
お
き
た
い
。

　

「
夏
日
の
幻
想
」
は
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
と
い
う
絵
画
の
批
評
で
あ
り
、
「
原
始

林
」
は
江
原
地
方
の
大
自
然
を
礼
賛
し
た
文
章
で
あ
る
。
「
夏
日
の
幻
想
」
に
お
い

（
（1
）
李
泰
俊
「
私
の
心
琴
の
絃
に
触
れ
た
作
品
（
九
）
古
田
大
次
郎
著
『
死
の
懺
悔
』
」『
朝
鮮
日
報
』

一
九
三
三
年
一
月
二
八
日
、
同
ほ
か
「
現
代
人
の
心
境
打
診
」
『
別
乾
坤
』
一
九
三
三
年
三
月 

（
（1
）
『
第
二
の
運
命
』
で
は
、
主
人
公
の
尹
弼
在
が
沈
天
淑
に
思
い
を
寄
せ
る
場
面
で
、
「
日
本
の

あ
る
思
想
犯
が
死
刑
を
待
つ
監
獄
の
な
か
で
、
自
身
の
恋
人
で
あ
っ
た
女
を
想
い
『
彼
女
を
夢

見
た
朝
の
淋
し
さ
よ
』
と
言
っ
た
こ
と
ば
」
（
李
泰
俊
『
第
二
の
運
命
』
漢
城
図
書
株
式
会
社
、

一
九
三
七
年
、
四
一
五
頁
）が
登
場
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
あ
る
思
想
犯
」と
は
古
田
大
次
郎
で
あ
り
、

「
彼
女
を
夢
見
た
朝
の
淋
し
さ
よ
」
は
、
『
死
の
懺
悔
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
一
節
で
あ
る
。
古
田
大

次
郎
『
死
の
懺
悔
』
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
、
一
四
頁

（
（1
）
前
者
は
『
死
の
懺
悔
』
（
前
掲
）
の
二
五
六
頁
、
後
者
は
四
二
三
頁
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
（1
）
『
文
芸
読
本
』
上
巻(

漢
城
図
書
株
式
会
社
、
一
九
三
一
年)

と
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
た

「
花
壇
」
の
末
尾
に
は
「
自
然
は
神
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
文
章
が
数
行
ほ
ど
加
筆
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
初
出
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
加
筆
さ
れ
た
内
容
は
、
初
出
の
「
原

始
林
」
の
冒
頭
に
書
か
れ
た
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
本
来
「
花
壇
」
の
末
尾
に
あ
る
べ
き

内
容
が
、
「
原
始
林
」
の
冒
頭
に
誤
っ
て
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
初
出
掲
載
時
に
編
集

の
過
程
で
生
じ
た
誤
記
を
、
李
泰
俊
が
単
行
本
収
録
時
に
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

「
花
壇
」
に
は
、
『
文
芸
読
本
』
収
録
版
と
『
無
序
録
』
収
録
版
の
間
に
も
い
く
つ
か
異
同
が
確
認

さ
れ
る
。
後
者
に
は
前
者
に
み
ら
れ
る
「
断
髪
し
た
女
の
姿
の
よ
う
に
」
と
い
う
表
現
な
ど
が
削

除
さ
れ
、
よ
り
推
敲
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
。
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て
、
李
泰
俊
は
「
再

昨
年
」
す
な
わ
ち

一
九
二
七
年
秋
に
、

上
野
で
開
か
れ
た

某
展
覧
会
場
で
《
吾

愛
夏
日
之
長
》
を

鑑
賞
し
た
と
記
し

て
い
る
。
李
泰
俊

は
画
家
の
名
を
失

念
し
た
と
書
い
て

い
る
が
、
筆
者
が

調
べ
た
と
こ
ろ
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
は
不
染
鉄
（
一
八
九
一
―
一
九
七
六
）
の
作
品

で
あ
り
、
一
九
二
八
年
秋
に
上
野
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
出

品
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
出
品
時
の
名
前
は
「
不
染
鐵
二
」
と
な
っ
て
い
る
。

李
泰
俊
の
作
品
評
は
不
染
鉄
の
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
と
一
致
す
る
た
め
、
「
再
昨
年
」

と
い
う
記
述
は
李
泰
俊
の
記
憶
違
い
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
吾
愛
夏
日
之
長
」

と
い
う
題
名
は
、
不
染
鉄
の
画
題
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

松
川
（
二
〇
一
八
：
一
六
七
）
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
不
染
鉄
は
中
国
や

日
本
の
古
い
絵
巻
の
模
写
を
盛
ん
に
行
い
、
そ
の
成
果
は
「
白
描
に
よ
る
涅
槃
図
の

よ
う
な
」
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
や
《
思
出
之
記
》
《
山
水
》
な
ど
帝
国
美
術
院
展
覧
会

の
出
品
作
に
結
実
し
た
と
い
う
。
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
は
農
村
の
集
落
を
上
空
か
ら

見
下
ろ
し
た
作
品
で
、
中
央
の
民
家
に
は
空
を
見
上
げ
る
若
者
が
悠
々
と
横
た
わ
っ

て
い
る
（
図
４
）
。
李
泰
俊
は
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
を
黄
色
と
黒
で
書
か
れ
た
素
朴

な
東
洋
画
で
あ
り
、
屋
根
に
ア
ン
テ
ナ
が
な
ら
び
洋
装
し
た
人
間
の
い
る
「
文
化
村
」

と
は
異
な
る
、
「
東
洋
的
」
か
つ
「
亜
細
亜
的
」
で
「
原
始
的
」
な
風
景
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
「
文
化
村
」
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
盤
に
東
京
府
郊
外
に
つ
く
ら

れ
た
目
白
文
化
村
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
李
泰
俊
は
西
洋

に
代
表
さ
れ
る
近
代
が
排
除
さ
れ
、
東
洋
の
田
園
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、《
吾

愛
夏
日
之
長
》
を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
《
吾
愛
夏
日
之
長
》
に
対
す
る
李
泰

俊
の
評
価
は
、江
原
地
方
の
自
然
が
「
無
知
な
文
明
人
に
偉
大
な
驚
異
を
も
た
ら
す
」

と
い
う
「
原
始
林
」
の
一
節
や
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
山
」
の
自
然
観
に
も
通

底
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
観
を
、
李
泰
俊
は
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
持
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

東
京
留
学
時
代
の
経
験
以
外
に
、
朝
鮮
を
象
徴
す
る
植
物
に
関
す
る
文
章
も
『
無

序
録
』
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
『
無
序
録
』
に
は
「
芭
蕉
」「
水
仙
」「
秋
の
花
」「
蘭
」

「
樹
木
」
「
梅
花
」
な
ど
植
物
関
係
の
文
章
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
「
蘭
」
と
「
梅
花
」
か
ら
は
李
泰
俊
の
東
洋
趣
味
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
意
外
に
も
一
九
三
〇
年
代
初
め
に
発
表
さ
れ
た
、
桃
と
つ
つ
じ
に
関
す
る

文
章
は
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
に
朝
鮮
を
象
徴
す
る
花
と
し

て
木
槿
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
李
泰
俊
は
好
き
な
花
と
し
て
桃
と
つ
つ
じ
を
挙
げ
る
。

桃
に
つ
い
て
は
「
東
洋
人
の
楽
園
を
象
徴
す
る
東
洋
画
的
な
花
」
や
「
東
洋
画
的
な

冥
想
の
花
」
な
ど
、
東
洋
を
象
徴
す
る
花
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。）

（1
（

一
方
、
「
春
の

追
憶
」
で
は
つ
つ
じ
に
つ
い
て
は
幼
少
期
の
記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
、
朝
鮮
人
の
中
に

つ
つ
じ
と
そ
の
形
状
、
情
緒
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。）

（（
（

そ
の

上
で
、
つ
つ
じ
が
朝
鮮
中
に
咲
き
乱
れ
る
一
方
、
日
本
の
桜
は
部
分
的
で
あ
り
人
工

（
（1
）
前
者
は
「
桃
の
花
」(

『
学
生
』
一
九
三
〇
年
四
月)

、
後
者
は
「
私
は
こ
の
花
が
好
き
で
す
」

（
『
新
生
』
一
九
三
一
年
五
月
）
の
一
節
で
あ
る
。

（
（（
）
李
泰
俊
「
春
の
追
憶
―
関
北
が
懐
か
し
い　

山
火
事
の
よ
う
な
つ
つ
じ
！
」
『
東
亜
日
報
』

一
九
三
三
年
四
月
一
二
日

図４

不染鐵二《吾愛夏日之長》

（『帝国美術院第九回美術展展覧会図録

第一部絵画日本画之部』巧藝社、

一九二八年）
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的
に
植
樹
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
朝
鮮
総
督
府
に
象
徴
さ

れ
る
支
配
者
の
政
策
に
よ
り
、
朝
鮮
に
桜
が
植
樹
さ
れ
た
出
来
事
を
背
景
と
し
て
い

る
。
短
篇
「
桜
は
植
え
た
が
」
（
一
九
三
三
）
と
随
筆
「
古
木
」
（
一
九
三
六
）
に
お

い
て
も
、
李
泰
俊
は
支
配
者
で
あ
る
日
本
の
隠
喩
と
し
て
桜
を
用
い
て
い
る
。）

（（
（

と
く

に
後
者
で
は
、
洋
館
の
建
設
と
桜
の
植
樹
に
よ
り
、
純
東
洋
的
か
つ
朝
鮮
的
な
城
北

洞
の
「
純
粋
性
」
が
汚
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
城
北
洞
は
一
九
三
〇
年
代
中
盤

に
李
泰
俊
が
居
住
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
植
物
に
関
す
る
主
張
は
、
書

画
骨
董
や
文
学
に
関
す
る
文
章
と
比
べ
、
民
族
意
識
が
突
出
し
て
い
る
た
め
『
無
序

録
』
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
無
序
録
』
は
『
東
亜
日
報
』
と
『
朝
鮮

日
報
』
が
強
制
廃
刊
さ
せ
ら
れ
、
李
泰
俊
が
主
宰
し
た
『
文
章
』
も
廃
刊
を
強
い
ら

れ
た
後
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
っ
た
。

　

初
期
の
書
画
骨
董
関
連
文
に
つ
い
て
は
柳
川
（
二
〇
一
七
）
、
同
（
二
〇
二
一
）
、

同
（
二
〇
二
二
）
等
に
よ
り
資
料
整
理
が
進
ん
だ
結
果
、
李
泰
俊
が
一
九
三
三
年
頃

か
ら
書
画
骨
董
の
蒐
集
及
び
文
筆
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
九
三
三
年
秋
か
ら
「
秋
と
文
房
具
」
「
古
器
物
」
「
破
片
的
な
話
」
「
陶
磁
の
こ
と
」

を
立
て
続
け
に
発
表
し
た
李
泰
俊
は
、
同
年
一
〇
月
に
銀
座
の
伊
東
屋
で
「
李
朝
古

陶
磁
展
」
を
開
催
し
、
自
身
の
蒐
集
品
を
愛
好
家
に
公
開
し
て
い
る
。）

（（
（

翌
年
に
は
「
陶

磁
の
美
」
と
題
す
る
ラ
ジ
オ
講
演
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
古
翫
と
い
う
用
語
の

初
出
は
一
九
三
八
年
七
月
だ
が
、
李
泰
俊
は
そ
れ
以
前
か
ら
書
画
骨
董
蒐
集
家
と
し

て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
一
九
三
三
年
頃
に
発
表
さ
れ
た
書
画
骨
董
に
関
す
る
文
章
は
、
な
ぜ
『
無

序
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、

一
つ
は
原
稿
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
植
民
地
期

朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
語
の
出
版
物
を
所
蔵
す
る
専
門
機
関
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
作
品
集
の
刊
行
に
あ
た
り
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
所
持
者
を
探
す
光
景
が
よ

く
み
ら
れ
た
。
と
く
に
長
篇
小
説
や
随
筆
は
日
刊
紙
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
文
章
の
単
行
本
収
録
は
困
難
を
伴
っ
た
。）

（（
（

二
つ

目
は
、
内
容
の
重
複
を
避
け
る
狙
い
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
古
器
物
」
の
場
合
、

父
の
形
見
で
あ
る
硯
滴
を
き
っ
か
け
に
古
美
術
へ
の
関
心
が
生
じ
た
旨
が
書
か
れ
て

い
る
。
同
様
の
内
容
は
「
古
翫
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
「
古
翫
」
で
は
「
古

器
物
」
の
内
容
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
も
、
古
翫
に
つ
い
て
多
角
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
「
古
器
物
」
は
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
は
先
述
し
た
通
り
、
「
墨
竹
一
幅
」
が
「
墨
竹
と
新
婦
」
に
改
稿
さ
れ
る
過
程

と
も
類
似
し
て
い
る
。
「
芸
術
の
東
西
」
が
「
東
方
情
緒
」
、
「
東
洋
の
も
の
と
西
洋

の
も
の
」
が
「
東
洋
画
」
の
原
点
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
も
同
様
で
あ
る
。

　

上
記
の
議
論
を
踏
ま
え
、
『
無
序
録
』
未
収
録
作
品
の
特
徴
を
改
め
て
考
え
た
い
。

第
二
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
夜
」
と
「
山
」
の
改
稿
は
西
洋
の
文
明
批
判
が
影

を
潜
め
た
点
で
共
通
し
て
い
た
。
こ
れ
は
タ
ゴ
ー
ル
の
西
洋
批
判
を
紹
介
し
た
「
詩

聖
陀
翁
片
説
」
が
、
『
無
序
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

読
書
体
験
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
文
学
の
ほ
か
吉
田
絃
二
郎
と
古
田
大
次
郎
の
著
作

（
（（
）
李
泰
俊
「
桜
は
植
え
た
が
」
『
新
東
亜
』
一
九
三
三
年
三
月
、
同
「
古
木
」
『
朝
光
』
一
九
三
六

年
三
月

（
（（
）
尚
虚
「
秋
と
文
房
具
」『
東
亜
日
報
』
一
九
三
三
年
九
月
一
四
日
、
李
泰
俊
「
古
器
物
」『
カ
ト
リ
ッ

ク
青
年
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
、
同
「
破
片
的
な
話
」
『
陶
磁
』
一
九
三
三
年
一
二
月
、
同
「
陶

磁
の
こ
と
」
『
大
阪
毎
日
新
聞
（
朝
鮮
版
）
』
一
九
三
四
年
八
月
二
九
日
―
三
一
日

（
（（
）
「
作
品
愛
」
の
な
か
で
、
李
泰
俊
は
新
聞
連
載
小
説
で
あ
る
『
聖
母
』
（
一
九
三
五
―

一
九
三
六
）
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い
る
（
『
無
序
録
』
博
文

書
館
、
一
九
四
一
年
、
一
七
三
頁
）
。
『
聖
母
』
は
連
載
終
了
後
に
、
朝
鮮
中
央
日
報
社
出
版
部
か

ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
検
閲
に
よ
り
出
版
が
禁
じ
ら
れ
た
。
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を
愛
読
し
て
い
た
事
実
を
確
認
し
た
が
、
両
者
の
名
は
『
無
序
録
』
に
一
切
登
場
し

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
李
泰
俊
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
め
に

か
け
て
執
筆
し
た
文
章
や
経
験
を
、
『
無
序
録
』
に
は
極
力
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

五　

お
わ
り
に

　

『
無
序
録
』
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
無
序
録
』
の
根
幹

に
は
、
朝
鮮
文
学
に
関
す
る
一
連
の
文
章
と
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
書
画
骨
董
関

係
の
文
章
が
あ
る
。
鄭
芝
溶
は
『
無
序
録
』
の
書
評
に
お
い
て
、
陶
磁
や
書
画
、
文

壇
に
関
す
る
全
て
が
李
泰
俊
に
と
っ
て
は
美
術
で
あ
り
、
生
活
そ
の
も
の
で
あ
る
と

述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朝
鮮
時
代
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
李
泰
俊
は

朝
鮮
前
期
に
創
制
さ
れ
た
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
作
品
の
み
を
朝
鮮
文
学
と
見
做

し
、
固
有
の
表
現
様
式
で
あ
る
時
調
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
し
て
美
術
家
に
は
檀
園

と
吾
園
の
後
裔
と
し
て
、
創
作
に
臨
む
こ
と
を
希
求
し
た
。
李
泰
俊
の
朝
鮮
認
識
は
、

柳
川
（
二
〇
二
一
：
三
四
）
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
恵
慶
宮
洪
氏
の
『
恨
中
録
』

と
士
大
夫
の
骨
董
趣
味
、
す
な
わ
ち
ハ
ン
グ
ル
の
内
簡
体
に
象
徴
さ
れ
る
宮
中
文
化

と
漢
文
の
士
大
夫
文
化
を
軸
に
成
立
し
て
い
た
。
宮
中
文
化
か
ら
は
離
れ
る
が
、
前

者
に
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
洪
娘
の
時
調
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
来
で
あ

れ
ば
相
容
れ
な
い
は
ず
の
二
つ
の
要
素
が
、
李
泰
俊
の
な
か
で
は
「
朝
鮮
」
と
し
て

享
受
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

『
無
序
録
』
に
は
、
上
記
の
「
朝
鮮
」
以
外
に
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
東
洋
に
関

す
る
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
西
洋
と
日
本
、
文
明
批
判
、
幼
少
期

の
記
憶
、
習
作
期
の
文
章
を
排
除
し
た
上
で
収
録
さ
れ
た
。
第
二
章
で
考
察
し
た
改

稿
問
題
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
李
泰
俊
は
『
無
序
録
』
の
収
録
作
品
を
選
定
す
る

基
準
と
し
て
、
「
朝
鮮
」
に
ま
つ
わ
る
題
材
を
最
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
う
し
た
作
家
像
は
一
朝
一
夕
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
九
三
〇
年
代
初

頭
か
ら
本
格
化
し
た
書
画
骨
董
趣
味
や
、
執
筆
依
頼
を
受
け
る
過
程
で
徐
々
に
築
き

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
孤
児
の
記
憶
や
東
京
留
学
時
代
の
記
憶
を
払
拭
し
、

士
大
夫
に
憧
れ
な
が
ら
『
恨
中
録
』
を
耽
読
す
る
姿
こ
そ
が
、
理
想
的
な
作
家
像
で

あ
っ
た
。
李
泰
俊
は
、
随
筆
と
は
「
自
己
の
心
的
裸
体
」
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
同

様
に
『
無
序
録
』
も
李
泰
俊
の
「
心
的
裸
体
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

参
考
文
献

日
本
語

江
口
渙
（
一
九
六
六
）「
古
田
大
次
郎
と
『
死
の
懺
悔
』
」
古
田
大
次
郎
『
死
の
懺
悔
』

春
秋
社

五
十
殿
利
治
（
一
九
九
八
）
『
改
訂
版　

大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
』
ス
カ
イ

ド
ア

熊
木
勉
（
二
〇
一
〇
）「
李
泰
俊
の
日
本
体
験
―
長
編
小
説
『
思
想
の
月
夜
』
の
「
東

京
の
月
夜
」
を
中
心
に
」
『
朝
鮮
学
報
』
二
一
六
、
朝
鮮
学
会

松
川
綾
子
（
二
〇
一
八
）
「
不
染
鉄
―
人
と
作
品
」
『
不
染
鉄
之
画
集
』
求
龍
堂

柳
川
陽
介
（
二
〇
二
一
）
「
近
代
朝
鮮
に
お
け
る
古
典
認
識
に
つ
い
て
―
『
文
章
』

（
一
九
三
九
―
一
九
四
一
）
を
中
心
に
」
『
日
本
韓
国
研
究
』
一
、
日
本
韓
国
研
究

会

題
名
（
初
出
時
）

壁
（
同
）

水
（
同
）

夜
（
同
）

早
熟
（
早
熟
な
果
実
）

死
（
同
）

山
（
山
の
記
憶
）

花
壇
（
同
）

芭
蕉
（
同
）

足
（
同
）

同
情

石
（
同
）

海
（
同
）

城
（
城
址
）

秋
の
花
（
同
）

黎
明
（
同
）

孤
独
（
同
）

水
仙
（
同
）

歴
史
（
同
）

誰
の
た
め
に
書
く
の
か
（
同
）

筆
名

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚

尚
虚 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

尚
虚 

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

朝
鮮
日
報 

青
年
朝
鮮 

万
国
婦
人

朝
鮮
日
報

中
央

朝
鮮
日
報 

朝
鮮
日
報 

東
亜
日
報 

新
家
庭

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年

野
談

朝
鮮
日
報

発
表
年

一
九
三
三
年
三
月

一
九
三
二
年
七
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
九
月

一
九
三
三
年
五
月

一
九
三
一
年
六
月

一
九
二
九
年
七
月
五
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
三
年
八
月
二
九
日―

三
〇
日

一
九
三
六
年
八
月

一
九
三
八
年
五
月
八
日

一
九
三
八
年
九
月
六
日

一
九
四
〇
年
一
月
四
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
五
年
一
月

一
九
三
九
年
一
月

一
九
三
七
年
五
月
二
五
日―

二
六
日

題
名
（
初
出
時
）

評
論
家
（
評
論
の
態
度
に
つ
い
て
）

東
方
情
緒
（
嘆
息
す
る
東
方
情
緒
）

短
篇
と
掌
篇

命
題
そ
の
他
（
創
作
の
苦
心
、
中
堅
作
家
の
言
葉
）

朝
鮮
の
小
説
（
同
）

小
説
の
味
（
小
説
の
読
み
方
）

小
説
家
（
小
説
を
書
く
な
ら
）

異
性
間
の
友
情
（
男
女
友
情
論
）

通
俗
性
と
い
う
も
の
（
同
）

春
香
伝
の
味
（
同
）

妓
生
と
詩
文
（
同
）

蘭
（
養
蘭
）

「
夜
間
飛
行
」
（
同
）

本
（
本
と
ほ
ん
）

筆
墨
（
文
房
雑
記
）

摸
倣
（
同
）

一
分
語

自
然
と
文
献
（
同
）

作
品
愛
（
同
）

筆
名

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

尚
虚

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

女
性

女
性

文
章

文
章

女
性

朝
鮮
文
学

東
亜
日
報

文
章

文
章

朝
鮮
中
央
日
報

博
文

発
表
年

一
九
三
七
年
六
月
二
九
日

一
九
三
八
年
八
月
五
日

一
九
三
九
年
三
月
二
四
日―

二
五
日

一
九
三
七
年
七
月
一
五
日

一
九
三
八
年
七
月

一
九
三
八
年
四
月

一
九
四
〇
年
九
月

一
九
四
〇
年
一
二
月

一
九
四
〇
年
七
月

一
九
三
六
年
六
月

一
九
三
八
年
一
二
月
一
日

一
九
三
九
年
一
二
月

一
九
三
九
年
四
月

一
九
三
三
年
八
月
六
日

一
九
三
八
年
一
〇
月
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韓
国
語

権
晟
右
（
二
〇
〇
八
）
『
横
断
と
境
界
』
召
命
出
版

金
賢
珠
（
一
九
九
九
）
「
李
泰
俊
の
随
筆
論
研
究
」
『
尚
虚
学
報
』
五
、
尚
虚
学
会

朴
眞
淑
（
二
〇
一
四
）
「
嘉
藍
の
国
学
運
動
と
李
泰
俊
」
『
韓
国
現
代
文
学
研
究
』

四
三
、
韓
国
現
代
文
学
会

朴
眞
淑
（
二
〇
一
八
）
「
李
泰
俊
の
初
期
年
譜
の
再
構
成
と
短
篇
小
説
『
姉
や
』
に

対
す
る
考
察
」
『
現
代
小
説
研
究
』
六
九
、
韓
国
現
代
小
説
学
会

裴
開
花
（
二
〇
〇
九
）
『
韓
国
文
学
の
脱
植
民
的
主
体
性
』
チ
ャ
ン
ビ

安
美
永
（
二
〇
一
五
）「
李
泰
俊
の
哀
愁
の
背
景
と
短
篇
観
研
究
」『
現
代
小
説
研
究
』

五
九
、
韓
国
現
代
小
説
学
会

柳
川
陽
介
（
二
〇
一
七
）
「
李
泰
俊
と
陶
磁
器
―
日
本
語
随
筆
「
破
片
的
な
話
」
と

城
北
洞
を
中
心
に
」
『
尚
虚
学
報
』
五
一
、
尚
虚
学
会

柳
川
陽
介
（
二
〇
一
九
）
「
『
文
章
』
と
美
術
―
一
九
三
〇
年
代
の
前
衛
芸
術
家
を
中

心
に
」
『
仇
甫
学
報
』
二
一
、
仇
甫
学
会

柳
川
陽
介
（
二
〇
二
二
）
「
李
泰
俊
研
究
の
新
た
な
可
能
性
―
二
〇
一
〇
年
代
の
研

究
動
向
を
中
心
に
」
『
尚
虚
学
報
』
六
六
、
尚
虚
学
会

呉
養
鎬
（
二
〇
二
〇
）
『
韓
国
近
代
随
筆
の
行
方
』
召
命
出
版

李
秉
岐
（
二
〇
二
一
）
『
嘉
藍
李
秉
岐
全
集
（
日
記
Ⅳ
）
』
九
、
全
北
大
学
校
出
版
文

化
院

任
周
卓
（
二
〇
一
五
）
「
時
調
大
衆
化
の
一
様
相
」
『
古
典
文
学
研
究
』
四
八
、
韓
国

古
典
文
学
会

鄭
鍾
賢
（
二
〇
一
一
）
『
東
洋
論
と
植
民
地
朝
鮮
文
学
』
チ
ャ
ン
ビ

趙
亭
来
（
二
〇
一
七
）
「
李
泰
俊
の
城
北
洞
―
李
泰
俊
の
短
篇
小
説
と
『
無
序
録
』

に
あ
ら
わ
れ
た
『
郊
外
』
の
意
味
に
つ
い
て
」
『
尚
虚
学
報
』
五
一
、
尚
虚
学
会

表
１　

『
無
序
録
』
初
出
一
覧

題
名
（
初
出
時
）

壁
（
同
）

水
（
同
）

夜
（
同
）

早
熟
（
早
熟
な
果
実
）

死
（
同
）

山
（
山
の
記
憶
）

花
壇
（
同
）

芭
蕉
（
同
）

足
（
同
）

同
情

石
（
同
）

海
（
同
）

城
（
城
址
）

秋
の
花
（
同
）

黎
明
（
同
）

孤
独
（
同
）

水
仙
（
同
）

歴
史
（
同
）

誰
の
た
め
に
書
く
の
か
（
同
）

筆
名

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚

尚
虚 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

尚
虚 

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

朝
鮮
日
報 

青
年
朝
鮮 

万
国
婦
人

朝
鮮
日
報

中
央

朝
鮮
日
報 

朝
鮮
日
報 

東
亜
日
報 

新
家
庭

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年

野
談

朝
鮮
日
報

発
表
年

一
九
三
三
年
三
月

一
九
三
二
年
七
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
九
月

一
九
三
三
年
五
月

一
九
三
一
年
六
月

一
九
二
九
年
七
月
五
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
三
年
八
月
二
九
日―

三
〇
日

一
九
三
六
年
八
月

一
九
三
八
年
五
月
八
日

一
九
三
八
年
九
月
六
日

一
九
四
〇
年
一
月
四
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
五
年
一
月

一
九
三
九
年
一
月

一
九
三
七
年
五
月
二
五
日―

二
六
日

題
名
（
初
出
時
）

評
論
家
（
評
論
の
態
度
に
つ
い
て
）

東
方
情
緒
（
嘆
息
す
る
東
方
情
緒
）

短
篇
と
掌
篇

命
題
そ
の
他
（
創
作
の
苦
心
、
中
堅
作
家
の
言
葉
）

朝
鮮
の
小
説
（
同
）

小
説
の
味
（
小
説
の
読
み
方
）

小
説
家
（
小
説
を
書
く
な
ら
）

異
性
間
の
友
情
（
男
女
友
情
論
）

通
俗
性
と
い
う
も
の
（
同
）

春
香
伝
の
味
（
同
）

妓
生
と
詩
文
（
同
）

蘭
（
養
蘭
）

「
夜
間
飛
行
」
（
同
）

本
（
本
と
ほ
ん
）

筆
墨
（
文
房
雑
記
）

摸
倣
（
同
）

一
分
語

自
然
と
文
献
（
同
）

作
品
愛
（
同
）

筆
名

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

尚
虚

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

女
性

女
性

文
章

文
章

女
性

朝
鮮
文
学

東
亜
日
報

文
章

文
章

朝
鮮
中
央
日
報

博
文

発
表
年

一
九
三
七
年
六
月
二
九
日

一
九
三
八
年
八
月
五
日

一
九
三
九
年
三
月
二
四
日―

二
五
日

一
九
三
七
年
七
月
一
五
日

一
九
三
八
年
七
月

一
九
三
八
年
四
月

一
九
四
〇
年
九
月

一
九
四
〇
年
一
二
月

一
九
四
〇
年
七
月

一
九
三
六
年
六
月

一
九
三
八
年
一
二
月
一
日

一
九
三
九
年
一
二
月

一
九
三
九
年
四
月

一
九
三
三
年
八
月
六
日

一
九
三
八
年
一
〇
月
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題
名
（
初
出
時
）

他
人
の
文
章
（
同
）

病
後
（
病
後
数
題
）

墨
竹
と
新
婦
（
同
）

読
者
の
手
紙
（
同
）

丑
歳
（
同
）

樹
木
（
同
）

梅
花
（
同
）

古
典
（
同
）

憫
酒
（
同
）

大
工
た
ち
（
同
）

釣
り
（
釣
心
三
昧
）

東
洋
画
（
檀
園
と
吾
園
の
後
裔
と
し
て
）

古
翫
（
同
）

古
翫
品
と
生
活
（
同
）

小
説
（
同
）

挨
拶
（
同
）

二
人
の
清
詩
人
と
故
事
（
同
）

海
村
日
誌
（
同
）

満
州
紀
行
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
移
民
部
落
見
聞
記
）

筆
名

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

尚
虚

李
泰
俊

李
泰
俊 

尚
虚

李
泰
俊 

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

尚
虚

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

学
燈

梨
花

女
性

文
章

朝
鮮
日
報

朝
鮮
日
報

文
章

中
央

朝
鮮
日
報

朝
鮮
日
報

文
章

文
章

農
業
朝
鮮

文
章

朝
鮮
中
央
日
報

朝
鮮
日
報

発
表
年

一
九
三
五
年
一
二
月

一
九
三
七
年
六
月

一
九
四
〇
年
一
二
月

一
九
三
九
年
一
一
月

一
九
三
七
年
二
月
五
日―

九
日

一
九
四
〇
年
一
月
一
六
日―

一
八
日

一
九
三
九
年
九
月

一
九
三
四
年
七
月

一
九
三
七
年
一
〇
月
二
〇
日

一
九
三
八
年
七
月
八
日―

九
日

一
九
四
〇
年
一
〇
月

一
九
四
一
年
三
月

一
九
四
一
年
三
月

一
九
四
一
年
四
月

一
九
三
六
年
七
月
一
一
日―

八
月
一
日

一
九
三
八
年
四
月
八
日―

二
一
日

題
名
（
初
出
時
）

壁
（
同
）

水
（
同
）

夜
（
同
）

早
熟
（
早
熟
な
果
実
）

死
（
同
）

山
（
山
の
記
憶
）

花
壇
（
同
）

芭
蕉
（
同
）

足
（
同
）

同
情

石
（
同
）

海
（
同
）

城
（
城
址
）

秋
の
花
（
同
）

黎
明
（
同
）

孤
独
（
同
）

水
仙
（
同
）

歴
史
（
同
）

誰
の
た
め
に
書
く
の
か
（
同
）

筆
名

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚 

尚
虚

尚
虚 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊 

李
泰
俊

尚
虚 

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

新
生 

朝
鮮
日
報 

青
年
朝
鮮 

万
国
婦
人

朝
鮮
日
報

中
央

朝
鮮
日
報 

朝
鮮
日
報 

東
亜
日
報 

新
家
庭

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年

野
談

朝
鮮
日
報

発
表
年

一
九
三
三
年
三
月

一
九
三
二
年
七
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
九
月

一
九
三
三
年
五
月

一
九
三
一
年
六
月

一
九
二
九
年
七
月
五
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
三
年
八
月
二
九
日―

三
〇
日

一
九
三
六
年
八
月

一
九
三
八
年
五
月
八
日

一
九
三
八
年
九
月
六
日

一
九
四
〇
年
一
月
四
日

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
五
年
一
月

一
九
三
九
年
一
月

一
九
三
七
年
五
月
二
五
日―

二
六
日

題
名
（
初
出
時
）

評
論
家
（
評
論
の
態
度
に
つ
い
て
）

東
方
情
緒
（
嘆
息
す
る
東
方
情
緒
）

短
篇
と
掌
篇

命
題
そ
の
他
（
創
作
の
苦
心
、
中
堅
作
家
の
言
葉
）

朝
鮮
の
小
説
（
同
）

小
説
の
味
（
小
説
の
読
み
方
）

小
説
家
（
小
説
を
書
く
な
ら
）

異
性
間
の
友
情
（
男
女
友
情
論
）

通
俗
性
と
い
う
も
の
（
同
）

春
香
伝
の
味
（
同
）

妓
生
と
詩
文
（
同
）

蘭
（
養
蘭
）

「
夜
間
飛
行
」
（
同
）

本
（
本
と
ほ
ん
）

筆
墨
（
文
房
雑
記
）

摸
倣
（
同
）

一
分
語

自
然
と
文
献
（
同
）

作
品
愛
（
同
）

筆
名

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

李
泰
俊

尚
虚

李
泰
俊

未
詳

李
泰
俊

李
泰
俊

発
表
媒
体

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

東
亜
日
報

朝
鮮
日
報

女
性

女
性

文
章

文
章

女
性

朝
鮮
文
学

東
亜
日
報

文
章

文
章

朝
鮮
中
央
日
報

博
文

発
表
年

一
九
三
七
年
六
月
二
九
日

一
九
三
八
年
八
月
五
日

一
九
三
九
年
三
月
二
四
日―

二
五
日

一
九
三
七
年
七
月
一
五
日

一
九
三
八
年
七
月

一
九
三
八
年
四
月

一
九
四
〇
年
九
月

一
九
四
〇
年
一
二
月

一
九
四
〇
年
七
月

一
九
三
六
年
六
月

一
九
三
八
年
一
二
月
一
日

一
九
三
九
年
一
二
月

一
九
三
九
年
四
月

一
九
三
三
年
八
月
六
日

一
九
三
八
年
一
〇
月


